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あ　い　さ　つ

公益財団法人 日本スポーツ協会

会長　　遠　藤　利　明

　約400万年の歴史を持つ日本最大で最古の湖である琵琶湖を中心に雄大な風景が広がり、古

くから日本の文化や経済の先進地として栄えたここ滋賀県において、第79回国民スポーツ大会

が開催されますことは、誠に喜ばしい限りです。

　大会愛称である「わたSHIGA輝く国スポ」のとおり、大会に関わる全ての方々が主役となり、

光り輝くことができる大会となることを願っております。

　スポーツは、目標に向かっての努力と達成感、そして観戦する人をワクワクさせ、楽しく、

心を動かすものであるからこそ、人々を、社会を元気にする力を持ちます。

　本年６月、14年ぶりに改正されたスポーツ基本法では、スポーツを「する」「みる」「ささえ

る」に加え、「集まる」「つながる」として明示されています。

　厳しい予選を勝ち抜き､ 郷土の代表として集まったアスリートの皆様には、フェアプレーを

通じて友情を深め、つながり、スポーツが楽しいものであることを体現いただき、開催地の皆

様とも交流を深め、全国にスポーツの力と滋賀県の魅力を発信する伝道者になっていただけれ

ば幸いです。

　さて、昭和21（1946）年にスタートした「国民体育大会」は、昨年から「国民スポーツ大会」

へ名称を変えて新たなスタートを切るなど、大きな変革期にあります。

　日本スポーツ協会では、本年３月、「今後の国民スポーツ大会の在り方を考える有識者会議」

から示された「提言」に基づき、国民の皆様がこれまで以上にワクワクし持続可能な魅力ある

大会となるよう、様々な改革に取組んでいくこととしています。

　結びに、本大会の開催にあたり、長年諸準備にご尽力いただきました、地元滋賀県をはじめ

関係の皆様方のご支援、ご協力に対し心から深く感謝申し上げます。
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あ　い　さ　つ

文部科学大臣

あ　べ　俊　子

　天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、ここ滋賀県において第79回国民スポーツ大会「わたSHIGA
輝く国スポ」が盛大に開催されますことを、誠に喜ばしく存じます。
　滋賀県は、日本最大の湖である「琵琶湖」、四季折々の表情を見せる「伊吹山」等、美しく彩
りある豊かな自然の魅力にあふれ、世界文化遺産である「比叡山延暦寺」や国宝「彦根城」等、
歴史と文化が息づく県です。
　昭和56年のびわこ国体以来44年ぶりの滋賀県での開催となり、「湖国の感動 未来へつなぐ」
をスローガンに、県全域を舞台に熱戦が繰り広げられます。
　また、本大会は、様々な場面で環境に配慮した取組を行い、スポーツの力を活用し、持続可
能な社会づくりに貢献していくすばらしい大会となっています。「わたSHIGA輝く国スポ」が、
国民に夢と感動、連帯感を共有できる大会、また、開催地である滋賀県の活性化に資する大会
となりますことを心から願っております。
　郷土の代表として参加される選手の皆さんが、これまで積み重ねてこられた練習の成果を思
う存分発揮され、我が国の国際競技力の向上が図られるとともに、この機会に全国の仲間や滋
賀県民の皆さんとの交流の輪を広げられ、思い出に残る大会となりますことを期待しておりま
す。
　昨年度は、パリオリンピック・パラリンピック競技大会が、今年度は東京2025世界陸上競技
選手権大会、第25回夏季デフリンピック競技大会東京2025、ミラノ・コルティナ2026冬季オリ
ンピック・パラリンピック競技大会が開催され、国民のスポーツへの関心はますます高まって
いるところです。
　文部科学省としましても、アスリートや子供たちの活動の機会を確保し、スポーツの持つ力
やすばらしさが社会の活力につながるよう関係の皆様と一丸となって取組を進めてまいります。
　結びに、「わたSHIGA輝く国スポ」の開催に当たり御尽力いただいた地元滋賀県、会場とな
る各市町をはじめとする関係の皆様の御支援、御協力に対し、心から敬意と感謝の意を表しま
して、御挨拶といたします。
� 令和７年７月31日
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あ　い　さ　つ

財務大臣　衆議院議員
公益社団法人日本武術太極拳連盟会長

加　藤　勝　信

　「国民体育大会」の名称が「国民スポーツ大会」に変わり２回目の本大会となる「わたSHIGA
輝く国スポ」の武術太極拳競技会が、ここ滋賀県野洲市で盛大に開催されることを心よりお祝
い申し上げます。

　野洲市は、近江富士と称される三上山をはじめとする緑豊かな山々や、野洲川の清らかな流
れに抱かれた、自然と歴史が調和する美しいまちです。市内では古くから銅鐸が出土し、「銅
鐸のまち」としても知られています。このような豊かな自然と文化に育まれた会場において、
全国から集まった14歳から59歳までの合わせて174名の選手の皆さまが、日頃の研鑽の成果を
存分に発揮されることを心より祈念いたします。

　国民スポーツ大会は、スポーツを通して広く国民に夢と希望を与え、国民生活を明るく豊か
にする重要な役割を果たす国内最大の国民スポーツの祭典として発展を続けています。今大会
においても全国の武術太極拳愛好者の皆さまが互いに絆を深め、友好を結ぶ出会いと交流の場
となることを願っております。

　「高い山ほど裾野は広い」と申しますが、武術太極拳の発展には、世界大会、全国大会など
でのトップアスリートの活躍が欠かせません。本競技会で出場選手の皆さまが切磋琢磨し、素
晴らしい演技を披露されることが、生涯スポーツとして武術太極拳に取り組まれる愛好者の広
がりに繋がることを期待します。

　結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力頂いた滋賀県をはじめとした関係各位の多大なるご
支援とご協力に対し、深く御礼申し上げると共に、出場選手の方々の大会でのご活躍と、皆さ
まのご清祥とご多幸をお祈りいたします。
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歓 迎 の こ と ば

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ実行委員会会長

滋賀県知事　三 日 月　大　造

　天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、全国から選手・役員の皆様をはじめ多くの方々をお迎えし、

ここ滋賀県において「わたSHIGA輝く国スポ」を開催できますことは、この上ない喜びであり、

県民を代表して心から歓迎申し上げます。

　また、本大会の開催にあたり多大な御支援と御協力を賜りました関係者の皆様に心から感謝

を申し上げます。

　本大会は、「湖国の感動 未来へつなぐ」をスローガンに掲げ、年齢、性別、障害のあるなし

を問わず、すべての人が様々な場面で主役として光り輝くとともに、大会を通じて湖国滋賀で

生まれた夢や感動、連帯感が、大会に関わるすべての人の心に刻まれ、明日への活力、未来へ

の希望として将来にわたって引き継がれることを目指しています。

　大会における共生社会の実現に向けた取組や環境配慮の実践、さらには心のこもったおもて

なしなど、長年培ってきた滋賀ならではの視点により、みんなが輝く大会にしてまいりたいと

考えております。

　本県は、我が国最大の湖である琵琶湖をはじめとする豊かな自然環境や、古くから交通の要

衝として栄えてきた歴史を有するとともに、先人が人と人、人と自然のつながりの中で育んで

きた文化が今も脈々と息づいています。是非、滋賀のリズムに触れていただき、心のリズムを

整え、本県での滞在を楽しんでください。

　選手の皆様方におかれましては、日頃の練習の成果を存分に発揮されますとともに、地域を

こえた交流に触れ、本大会を思い出に残る素晴らしい大会にしていただきたいと存じます。

　結びに、本大会に関わる皆様の御健勝と御多幸を心から祈念申し上げ、歓迎のことばといた

します。
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歓 迎 の こ と ば

わたSHIGA輝く国スポ・障スポ
野洲市実行委員会会長

野洲市長　　櫻　本　直　樹

　第79回国民スポーツ大会「わたSHIGA輝く国スポ」武術太極拳競技会が、全国各地から選手・

監督ならびに大会関係者の皆様をお迎えし、ここ野洲市で開催できますことは誠に光栄であり、

野洲市民を代表し心から歓迎申し上げます。

　武術太極拳競技は、年齢を問わず自分のペースに合わせて楽しめる生涯スポーツとして広く

普及しています。本市においても、今大会の競技会場である野洲市総合体育館などで毎週教室

を開催しており、競技の広がりを実感しているところです。選手・監督の皆様におかれまして

は、各都道府県の代表として、日ごろの練習の成果を存分に発揮され、実りある大会となりま

すことを心よりお祈り申し上げます。

　さて、野洲市は滋賀県の南部に位置し、北に日本最大の湖である琵琶湖を有し、南にはその

美しさから「近江富士」とも称される三上山を望むまちで、弥生時代に使用された日本最大の

「銅鐸」が発掘された歴史ロマン溢れるまちでもあります。今回お越しいただいた皆様には、

ぜひ野洲市の魅力にも触れていただけますと幸いです。

　結びに、今大会の開催にあたりご尽力いただきました競技団体をはじめとする全ての関係者

の皆様に深く感謝申し上げますとともに、大会の成功を祈念いたしまして、歓迎のことばとさ

せていただきます。
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歓 迎 の こ と ば

滋賀県武術太極拳連盟　会長

元衆議院副議長　　川　端　達　夫

　「わたSHIGA輝く　国スポ・障スポ2025」における「武術太極拳競技」の開催にあたり、滋

賀県武術太極拳連盟を代表して、心より歓迎のごあいさつを申し上げます。

　まずは選手の皆様を、豊かな自然と歴史文化に恵まれたこの滋賀の地にお迎えできることを、

大きな喜びとともに、心より歓迎いたします。また、大会の開催にあたりご尽力いただいた関

係者の皆様に、深く敬意と感謝を申し上げます。

　今回の競技が、多くの皆様のご理解とご支援のもとで成功裡に開催され、選手の皆様が日ご

ろの鍛錬の成果を存分に発揮されることを、心より願っております。また、競技を通じて交流

と親睦が深まり、武術太極拳の魅力がより多くの方々に伝わる機会となることを期待しており

ます。

　本大会が、地域の皆様にとっても誇りとなる大会となるよう、私たち連盟も全力で取り組ん

でまいります。

　どうぞ、滋賀の地で心に残る素晴らしい時間をお過ごしください。選手の皆様のご健闘と、

大会のご成功を心よりお祈り申し上げます。ようこそ滋賀へ！
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名 誉 会 長	 あ　べ　俊　子
会　　　長	 遠　藤　利　明
副　会　長	 益　子　直　美	 田　中　不二夫	 三　宮　恵利子	 森　岡　裕　策
	 室　伏　広　治	 三日月　大　造	 河　本　英　典	
顧　　　問	 伊　藤　雅　俊	 森　　　喜　朗	 橋　本　聖　子	 安　西　孝　之
	 岡　崎　助　一	 越　川　　　均	 坂　元　　　要	 勝　田　　　隆
	 室　伏　由　佳	 村　松　さやか	 湯　川　和　之	 植　田　　　実
	 櫻　井　由　香	 鹿　島　丈　博	 吉　岡　成　子	 石　井　砂　織
	 笠　師　久美子	 飯　塚　　　悟	 久　保　正　美	 浦　　　美奈子
	 木　平　芳　定	 中　嶋　　　実	 小　寺　　　洋	 桐　木　陽　子
	 旗　生　康　之	 池　田　めぐみ	 工　藤　保　子	 久　保　直　生
	 藤　田　裕　司	 藤　原　　　誠	 室　城　信　之	 金　子　日出澄
	 貝　瀬　智　洋	 森　　　　　晃	 土　橋　登志久	 石　丸　元　国
	 多　氣　洋　平	 井　﨑　洋　志	 鬼　頭　有紀子	 長谷川　洋　子
	 吉　田　長　寿	 齋　木　尚　子	 多　賀　恒　雄	 安　藤　　　淳
	 上　治　丈太郎	 湧　永　寛　仁	 上　原　絵　美	 佐　藤　健　司
	 馬　場　美　香	 山　口　　　宏	 南　　　和　文	 宮　永　美寿津
	 千　田　健　一	 中　里　壮　也	 岡　本　友　章	 大　野　　　淳
	 加　藤　　　出	 田　村　恒　彦	 蒔　田　　　実	 山　﨑　勝　洋
	 浅　見　敬　子	 山　口　徹　正	 田　中　伸　周	 村　田　利　衛
	 建　部　彰　弘	 市　野　保　己	 丸　石　　　博	 中　村　ゆり子
	 齋　藤　良太郎	 谷田部　和　彦	 木　村　博　美	 井　上　　　弘
	 今　川　啓　一	 近　藤　重　和	 池　谷　正　成	 大　澤　明　美
	 古　城　資　久	 小　野　賢　二	 園　山　和　夫	 中　山　俊　行
	 田　中　　　徹	 知　念　かおる	 出　口　弘　之	 田　邊　哲　人
	 城　門　政　文	 前　川　　　恵	 上　杉　晃　央	 布　村　幸　彦
	 茂　野　直　久	 生　島　典　明	 大　沢　陽　子	 谷　藤　節　雄
	 熊　谷　幸　一	 千　葉　玲　佳	 奥　山　雅　信	 酒　井　祐　一
	 藤　田　知　巳	 北　條　俊　明	 田　子　昌　之	 新　井　　　彰
	 山　﨑　成　夫	 塩　見　清　仁	 田名部　高　雄	 井　出　　　仁
	 今　西　博　一	 中　村　宏　平	 松　本　智　広	 森　山　喜　博
	 南　部　則　雄	 福　永　秀　樹	 髙　橋　繁　浩	 山　本　健　次
	 増　田　和　伯	 猪　飼　敏　之	 山　本　誠　三	 松　本　恭　幸
	 船　田　一　彦	 奥　田　　　晃	 横　尾　英　治	 小　西　慎太郎
	 近　藤　一　幸	 堂　本　ひさ美	 河　村　祐　一	 渡　邊　浩　三
	 田　中　　　稔	 馬　越　祐　希	 青　木　章　泰	 城　戸　英　敏
	 藤　本　　　武	 小　柳　勝　彦	 辛　木　秀　子	 宮　成　康　蔵
	 藤　本　　　格	 岩　元　幸　成	 平　良　朝　治	 藤　原　正　樹
	 大河原　嘉　朗	 川　上　隆　弘	 佐　藤　廣　子	 奈　良　　　隆
	 小　菅　　　司	 宇津木　妙　子	 菊　　　幸　一	 小　林　久　美
	 寺　澤　正　孝	 山　口　純　子	 武　部　　　新	 野　中　　　厚
	 金　城　泰　邦	 赤　松　　　健	 増　子　　　宏	 矢　野　和　彦
	 茂　里　　　毅	 浅　野　敦　行	 有　村　治　子	 上　野　賢一郎
	 大　岡　敏　孝	 嘉　田　由紀子	 北　野　裕　子	 小　寺　裕　雄
	 こやり　隆　史	 斎藤アレックス	 武　村　展　英	 宮　本　和　宏
	 目　片　信　悟	 村　井　泰　彦	 北　村　嘉　英	 小　椋　正　清

大会役員 （令和７年７月31日現在）
（順不同・敬称略）
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	 伊　藤　定　勉	 草　野　聖　地	 杉　浦　和　人	 永　浜　明　子
	 有　森　裕　子	 鈴　木　大　地	 宮　本　恒　靖	 深　澤　祐　二
	 坂　田　東　一	 三　須　和　泰	 仲　間　達　也	 川　合　俊　一
	 藤　田　直　志	 三　屋　裕　子	 富　山　英　明	 馬　場　益　弘
	 砂　岡　良　治	 金　丸　恭　文	 安　道　光　二	 河　田　正　也
	 豊　田　章　男	 千　　　玄　室	 中　村　真　一	 牧　島　かれん
	 村　井　　　満	 永　谷　喜一郎	 真　砂　　　威	 土　田　雅　人
	 町　田　幸　男	 大　野　正　次	 世　耕　弘　成	 笹　川　善　弘
	 番　匠　幸一郎	 久　保　素　子	 丹　羽　秀　樹	 岩　城　光　英
	 寶　　　　　馨	 荒　川　裕　生	 小　谷　知　也	 達　増　拓　也
	 鶴　田　有　司	 吉　村　美栄子	 北　村　清　士	 大井川　和　彦
	 福　田　富　一	 遠　藤　祐　司	 大　野　元　裕	 熊　谷　俊　人
	 山　本　　　博	 岡　田　伸　浩	 花　角　英　世	 新　田　八　朗
	 馳　　　　　浩	 杉　本　達　治	 髙　野　　　剛	 阿　部　守　一
	 田　口　義　隆	 中　谷　多加二	 大　村　秀　章	 伊　藤　歳　恭
	 西　脇　隆　俊	 髙　橋　知　史	 齋　藤　元　彦	 池　田　誠　也
	 宮　﨑　　　泉	 林　　　昭　男	 丸　山　達　也	 越　宗　孝　昌
	 苅　田　知　英	 村　岡　嗣　政	 後藤田　正　純	 槙　田　　　實
	 大　塚　岩　男	 服　部　誠太郎	 山　口　祥　義	 大　石　賢　吾
	 甲　斐　隆　博	 麻　生　益　直	 日　隈　俊　郎	 塩　田　康　一
	 玉　城　デニー	 	
参　　　与	 籾　井　圭　子	 大　杉　住　子	 赤　井　康　彦	 有　村　國　俊
	 井　狩　辰　也	 今　江　政　彦	 岩　崎　和　也	 小　河　文　人
	 小　川　泰　江	 奥　村　芳　正	 海　東　英　和	 加　藤　誠　一
	 河　井　昭　成	 川　島　隆　二	 河　村　浩　史	 桐　田　真　人
	 九　里　　　学	 桑　野　　　仁	 駒　井　千　代	 佐　口　佳　恵
	 重　田　　　剛	 柴　田　栄　一	 柴　田　清　行	 清　水　鉄　次
	 清　水　ひとみ	 白　井　幸　則	 周　防　清　二	 菅　沼　利　紀
	 田　中　英　樹	 田　中　　　誠	 田　中　松太郎	 谷　　　成　隆
	 谷　口　典　隆	 冨　波　義　明	 中　川　雅　史	 中　沢　啓　子
	 中　山　和　行	 野　田　武　宏	 節　木　三千代	 本　田　秀　樹
	 村　上　元　庸	 木　沢　成　人	 森　重　重　則	 東　　　　　勝
	 岸　本　織　江	 土　井　真　一	 窪　田　知　子	 野　村　早　苗
	 塚　本　晃　弘	 森　　　和　之	 園　田　三　惠	 松　田　千　春
	 東　郷　寛　彦	 中　村　　　守	 中　村　達　也	 山　田　忠　利
	 奥　山　光　一	 岡　田　暁　人	 中　田　佳　恵	 伊　吹　信　人
	 白　井　　　稔	 藤　原　久美子	 正　木　隆　義	 保　田　　　誠
	 小　林　雅　史	 池　内　久　晃	 原　　　陽　一	 北　川　純　二
	 佐　藤　健　司	 田　島　一　成	 浅　見　宣　義	 小　西　　　理
	 橋　川　　　渉	 森　中　高　史	 竹　村　　　健	 岩　永　裕　貴
	 櫻　本　直　樹	 松　浦　加代子	 今　城　克　啓	 角　田　航　也
	 堀　江　和　博	 西　田　秀　治	 有　村　国　知	 寺　本　純　二
	 久　保　久　良	 藤　田　善　久	 甲　津　和　寿	 堤　　　清　司
	 高　橋　祥二郎	 市　田　良　夫	 藤　堂　　　寛	 野　村　昌　弘
	 熊　倉　正　志	 涌　井　　　努	 岸　　　智　昭	 武　田　英　明
	 山　本　博　一	 寺　村　義　伸	 金　澤　博　文	 山　本　　　順
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	 杉　原　真　也	 竹　林　幸　祥	 山　田　貴　司	 上　西　　　保
	 一　圓　泰　成	 石　井　　　太	 川　戸　良　幸	 田　畑　太　郎
	 髙　橋　健太郎	 草　野　とし子	 三　木　恒　治	 市　川　忠　稔
	 上　村　照　代	 富　長　弘　宣	 佐　野　智　哉	 太　田　千惠子
	 赤　井　弘　和	 大　西　孝　雄	 﨑　山　美智子	
委　員　長	 山　本　　　浩	
副 委 員 長	 岩　田　史　昭	 田　中　秀　和	 辻　　　睦　弘
総 務 委 員	 松　永　敬　子	 稲　垣　公　雄	 笠　野　英　弘	 加　藤　光　国
	 菅　原　哲　朗	 田　﨑　博　道	 松　田　基　子	 三ヶ田　礼　一
	 山　澤　文　裕	 吉　田　　　崇	 出　﨑　和　夫	 宇　野　　　武
	 熊　谷　利　彦	 佐　橋　　　誠	 田　内　慎　也	 山　下　栄　次
	 江　橋　千　晴	 加　藤　弘　和	 小　澤　大　樹	 佐　野　博　之
	 青　木　克　憲	 安　井　和　治	 西　島　義　典	
委　　　員	 平　野　　　了	 髙　橋　聖　一	 吉　村　政　弘	 若　月　　　等
	 松　本　康　夫	 福　士　幸　洋	 栗　原　　　崇	 細　野　光　史
	 渡　邉　圭太郎	 佐久間　裕　司	 品　田　奥　義	 濱　野　　　勉
	 寺　澤　　　淳	 黒　川　重　男	 舟　喜　信　生	 髙　野　　　修
	 中　梶　秀　則	 安　藤　正　美	 加　藤　憲　二	 宮　川　良　輔
	 鈴　木　章　広	 川　口　　　巖	 和　田　　　潔	 岡　泉　　　茂
	 田　口　大　祐	 平　井　宏　治	 岸　川　剛　之	 西　原　斗司男
	 菅　原　正　幸	 高　橋　　　昇	 長　南　哲　生	 衛　藤　敬　輔
	 渡　辺　久　雄	 三　井　千　壽	 鈴　木　信　吾	 山　中　博　史
	 井　本　　　亘	 関　根　明　子	 中　山　二三男	 越　前　浩　司
	 吉　田　由美子	 杉　本　好　二	 東　野　眞理子	 川　口　雅　三
	 金　子　和　裕	 野　口　友　里	 品　治　恵　子	 富　澤　佑　也
	 政　岡　航　大	 坊　　　百　花	 小河原　百　映	 田　口　雅　紀
	 寺　垣　佑　介	 田　中　遥　大	 宇　髙　章　広	 近　藤　　　潤
	 南　野　芳　広	 池　本　佳　子	 横　江　弘　昭	 沼　波　　　輝
	 門　　　久仁裕	 清　水　直　子	 髙　井　和　紀	 見　田　茂　紀
	 加　藤　雄　樹	 鈴　木　　　敦	 瀬　谷　尚　男	 大　貫　大　輔
	 太　田　真　美	 髙　野　正　規	 岩　埜　直　史	 深　谷　祐　紀
	 金　田　貴　人	 新　保　　　暢	 戒　田　由香里	 児　玉　晶　香
	 村　松　達　也	 井　澤　克　行	 林　　　剛　史	 稲　葉　晴　伸
	 杉　浦　美　紀	 藤　田　隆　司	 曽　我　　　学	 木　原　哲　也
	 高　橋　健　二	 𠮷　村　宗　浩	 中　嶋　純　也	 前　田　康　博
	 松　本　守　正	 松　本　綾　子	 田　口　新　也	 河　口　英　史
	 久次米　和　成	 高　田　孝　行	 辻　岡　英　幸	 前　田　義　朗
	 笠　井　康　行	 尾　鷲　一　成	 松　山　度　良	 濱　本　昌　宏
	 𠮷　野　賢一郎	 横　山　美　和	 山　元　尚　史	 宮　城　直　人
	 髙　野　瑞　洋	 遠　藤　信　哉	 千　葉　雅　也	 菅　間　裕　晃
	 須　藤　勇　司	 角　田　真　司	 柄　澤　宏　之	 竹　内　延　和
	 東　瀬　義　人	 酒　井　雅　洋	 碓　井　　　稔	 武　田　知　巳
	 井　上　　　哲	 今　後　元　彦	 沼　田　守　弘	 田部　長右衛門
	 竹　内　俊　勝	 松　井　　　守	 吉　岡　直　彦	 刈　谷　好　孝
	 寺　崎　雅　巳	 荒　木　健　治	 平　江　公　一	 黒　木　淳一郎
	 渡嘉敷　通　之	 綾　部　吉　也	 	
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競技会会長	 	 加藤　勝信
競技会副会長	 	 川﨑　雅雄	 櫻本　直樹
競技会運営委員長	 	 川端　達夫
競技会運営主管団体		 滋賀県武術太極拳連盟
競技会運営協力団体		 野洲市
	 	 滋賀県武術太極拳連盟

事務局長	 	 初田　　茂
事務局次長	 	 夏原　淑江
事務局次長	 	 長江　一将
競技運営主任	 	 吉田由美子
競技運営副主任	 	 谷川　　大
競技運営副主任	 	 小島　隆平
大会記録主任	 	 原　　直史
受付主任	 	 馬場　房子
放送主任	 	 北川はつ江
進行・誘導主任	 	 大田　裕子
表彰主任	 	 夏原　淑江
記録主任	 	 丸井　一成
得点掲示主任	 	 浦谷　繁子
接待主任	 	 山根美保子
警備主任	 	 由利　恵子
輸送主任	 	 田中美代子
会場設営主任	 	 安田　陽飛
撮影主任	 	 斉田　政和
救護主任	 	 大橋　直美
事務局員	 	 平尾　明子

	 	 西村　誠志

総審判長	 	 岩佐　育代
副総審判長	 	 中村　　剛（兼務）
審判長	 	 中村　　剛	 宮村　みほ
執行・套路審判員	 	 青木　カヤ	 王　　　輝	 小野久美子	 勝部　典子
	 	 神庭　裕里	 河原　美紀	 河村　南里	 修　　振傑
	 	 高山　宗久	 武田　　久	 近澤　完子	 中谷　美幸
	 	 原口　昭教	 原田　将司	 堀米　昭義	 山田　泰子

コート主任	 	 中小路良介	 近藤　　薫

業務審判員	 PC補助	 開田　弘明	 嶋　　伸起
	 計時	 新海ゆり香	 田中真紀子（京都府連盟より）
	 	 	 	 	 　（50音順）

競技会運営委員会

競技会事務局

監査委員

審判団

競技役員
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公益社団法人日本武術太極拳連盟役員

アジア武術連盟
(WFA)

国際オリンピック委員会
(IOC)

国内オリンピック
委員会(ANOC)

アジアオリンピック
評議会(OCA)

国際武術連盟
(IWUF)

国際大学

スポーツ連盟
(FISU)

日本ユニバーシアード
委員会(JUSB)

日本オリンピック委員会
(JOC)

日本武術太極拳連盟
(JWTF)

日本スポーツ
協会(JSPO)

都道府県体育
(スポーツ)協会

市町村体育
(スポーツ)協会

都道府県連盟（47）

各市町村団体各加
盟団体etc

地域ブロック（8） その他
加盟団体

⃝名 誉 会 長 二階　俊博
⃝名 誉 副 会 長 岡﨑　　温
⃝会 長 加藤　勝信
⃝副会長兼専務理事 川﨑　雅雄
⃝常 務 理 事 近藤　重和 孫　　建明

谷川　　大 友崎　　敦
⃝理 　 　 事 阿南　七重 今古賀　環

岩佐　育代 潮田　　強

組織図

及川　佳織 大山　一夫
岡野　範子 河村　南里
孔　　祥東 小山　晶子
柴田　　史 武田　　久
長江　一将 中谷　康司
藤野　雅義 吉田由美子

⃝監 　 　 事 髙見　一枝 春田　牧子
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実 施 要 項
１　期　　　日　　　2025年８月30日（土）から８月31日（日）まで（２日間）

　　※実際の参加エントリー数によりコート数と競技日程が変更となる可能性があります

２　会　　　場　　　野洲市　　野洲市総合体育館

３　種別（種目）及び参加人員

４　競技上の規程及び方法
　（1）�　競技は「2005年国際武術套路競技規則及び武術太極拳新国際ルール 補助ルール（2024）」に

基づいて実施する。
　（2）　審判員は公益社団法人日本武術太極拳連盟公認審判員で編成する。
　（3）　シニアの部は同性同士のペアも出場可とする。
　（4）　各種目とも１回の演武で順位を決定する。
　（5）　各コートは１名・１組ずつ演武する。

種　　　目 ８月30日（土） ８月31日（日）

ペア24式太極拳（自選）
（シニア男子・シニア女子）

47チーム（第３コート）

総合太極拳（自選）
（成年男子・成年女子）

男子47名（第１コート） 女子47名（第１コート）

自選長拳
（成年男子・成年女子）

女子47名（第２コート） 男子47名（第２コート）

ジュニア太極拳２
（少年男子・少年女子）

男子47名（第３コート）
女子47名（第３コート）

国際第一套路長拳
（少年男子・少年女子）

女子47名（第２コート） 男子47名（第２コート）

種　別 種　　　目 監督 選手 参加都道府県
小　計

合計（人）
監督 選手

シニア男子
シニア女子

ペア24式太極拳
（自選）

１

２ 47

47

94

517

成年男子
総合太極拳（自選） １ 47 47

自選長拳 １ 47 47

成年女子
総合太極拳（自選） １ 47 47

自選長拳 １ 47 47

少年男子
ジュニア太極拳２ １ 47 47
国際第一套路長拳 １ 47 47

少年女子
ジュニア太極拳２ １ 47 47
国際第一套路長拳 １ 47 47
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５　予選方法
　（1）　都道府県は、本大会実施要項に準じて選抜大会・選抜会議を開催する。
　（2）　都道府県は選抜大会の成績等により代表選手を決定する。
　（3）　選抜大会の期日、会場、申込み方法等については都道府県連盟が決定する。

６　参加資格及び選手の年齢基準
　　総則５に定めるもののほか、次による。
（1）出場選手は、公益社団法人日本武術太極拳連盟加盟団体会員とする。①在住地、②勤務地、③

ふるさと（シニア・成年の部のみ）、④学校の所在地（少年の部のみ）のいずれかが属する都道
府県の選抜大会に出場できる。ただし、ペア種目の選手は、２人とも同じ所属都道府県から出場
すること。※「ふるさと」は卒業小学校・卒業中学校・卒業高等学校のいずれかの所在地

（2）少年の部に参加できる選手は、2007年４月２日から2011年４月１日の期間に出生した者（14歳
以上17歳以下）とし、2010年４月２日から2011年４月１日の期間に出生した中学３年生を含むも
のとする。

（3）成年の部に参加できる選手は、1985年４月２日から2007年４月１日の期間に出生した者（18歳
以上39歳以下）とする。

（4）シニアの部に参加できる選手は、1965年４月２日から1985年４月１日の期間に出生した者（40
歳以上59歳以下）とする。

（5）監督は都道府県ごとに１名選任するものとし、選手は監督を兼任することができる。なお、監
督、選手は日本国籍、あるいは日本永住の外国籍を有する者であること。

７　成績順位決定
　「2005年国際武術套路競技規則及び武術太極拳 新国際ルール 補助ルール（2024）」に基づき、最
終得点の最も高い者がその種目の第１位、その次の者が第２位、以下はこれにならう。

８　表　　　彰
　（1）各種目の成績により、入賞者に賞状を授与する。
　（2）第１位～３位の入賞者に、公益社団法人日本武術太極拳連盟よりメダルを授与する。
　（3）ペア種目の入賞選手には、メダル、列記用賞状を２名それぞれに授与する。
　（4）参加者全員に、大会参加記念品を授与する。
　（5）各種目の入賞者数は、下表のとおり出場人数に比例して定める。

９　参加申込み方法
　所定の「参加申込書」に必要事項を記入の上、所属する都道府県武術太極拳連盟を通じて、2025
年５月９日（金）までに下記宛に持参又は郵送で提出すること。

出場選手数 入賞数 出場選手数 入賞数
４名以下 １位 20名以下 ８位
10名以下 ３位 21名以上 12位
14名以下 ６位

申　込　先 宛　　先 提出部数

公益社団法人
日本武術太極拳連盟

〒132-0025　東京都江戸川区松江１−９−15
TEL 03-6231-4911　FAX 03-6231-4955

１部
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10　参加負担金
　（1）成年の部は、一人登録料4,000円（不課税）、出場料4,000円（税込）とし、少年の部は、一人登

録料4,000円（不課税）、出場料2,000円（税込）とする。
　（2）ペア種目は二人合わせて登録料8,000円（不課税）、出場料8,000円（税込）とする。
　（3）参加負担金の振込は、各都道府県武術太極拳連盟から下記へ振込むこと。
　　　　銀行名　みずほ銀行　　四谷支店 普通預金 1025478
　　　　名義　　公益社団法人　日本武術太極拳連盟
　（4）大会開催前に中止が決まった場合については、各都道府県連盟を通して返金を行う。

11　参加上の注意
　（1）参加者を対象とした傷害保険は、主催者において一括加入する。
　（2）参加者は、各自の責任において健康管理に十分配慮の上、参加すること。
　（3）競技実施中の傷害・疾病については、応急処置は行うが、それ以後の責任は負わない。
　（4）参加者が18歳未満の場合は、保護者同伴又は保護者の同意を必要とする。
　（5）会場までの移動は各自の責任において行うこと。
　（6）大会参加にあたっての宿泊は、主催者において競技会場に近いホテルを用意する。宿泊につい

ての詳細は申し込みのあった参加者宛に送付する。
　（7）出場選手のユニフォームは制限・指定しない。

12　個人情報の取り扱いについて
　参加申込書（同意書を含む）に記載された個人情報については、以下のわたSHIGA輝く国スポ
公開競技に関する業務に使用する。また、申込み時点で本人の同意が得られたこととする。

（1）わたSHIGA輝く国スポ公開競技参加意思及び参加人数の確認
（2）参加資格の確認（年齢、性別、所属、保護者の同意など）
（3）参加案内等の送付
（4）競技別プログラムの作成
（5）賞状等の筆耕
（6）競技の結果、映像、写真の記録業務への使用及び広報誌、インターネット等への掲載

13　その他
（1）監督会議
　　　日　時　　2025年８月29日（金）　午後４時00分～午後５時00分
　　　場　所　　野洲市なかよし交流館（予定）
　　　　　　　　〒520-2351　滋賀県野洲市冨波甲1339-24
　　　　　　　　TEL 077-587-6511
　　　　　　　　※監督会議の場所については、今後変更の可能性有。

（2）選手公式練習
　　　日　時　　2025年８月29日（金）　午後２時00分～午後５時00分
　　　場　所　　野洲市総合体育館（小アリーナ）

⬇総則はこちら
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開会式・閉会式、表彰式次第
〈開会式〉

日時：令和７年８月30日（土）９：45～10：15
１ 開式通告
２ 選手入場
３ 大会開会宣言 滋賀県武術太極拳連盟会長 川端　達夫
４ 国歌斉唱
５ 日本連盟会長あいさつ 日本武術太極拳連盟副会長 川﨑　雅雄
６ 歓迎のことば 野　洲　市　長 櫻本　直樹
７ 競技上の注意
８ 選手宣誓 髙橋　琉晟　　　本間　春香
９ 閉式通告

〈閉会式　表彰式〉
日時：令和７年８月31日（日）15：00～15：30

１ 開式通告
２ 代表表彰
３ 次期開催地メッセージ 青森県武術太極拳連盟理事長 奥村　吉昭
４ 大会閉会宣言 滋賀県武術太極拳連盟会長 川端　達夫
５ 閉式通告

〈入賞選手の表彰について〉
　本競技会の表彰は原則、競技終了30分後に行います。
　各種目の入賞選手は、大会アナウンスの指示に従い、表彰選手集合場所に集合してください。
ただし、２日目閉会式前の種目は、閉会式にて表彰式を行います。
　また、今大会では密を避けるために、会場内での成績掲示は行わず、日本武術太極拳連盟
ホームページに成績を順次掲載いたします。成績表に表示された表彰予定時間までに指定の
集合場所で待機して、係員の指示に従って表彰を受けてください。
　以下のページに成績を掲示しますので、
　事前にURLをご登録いただくか、
　右記のQRコードからご覧ください

　https://www.jwtf.or.jp/event/kokutai/result
〈表　彰　内　容〉

　　第１位～３位の入賞者　　　　　　　賞状・メダル
　　第４位～　　の入賞者　　　　　　　賞状
　　※ペア種目の入賞選手には、メダル、列記用賞状を２名それぞれに授与します。
　　※各種目の入賞者数は、実施要項を参照ください。
　　※競技会の参加者全員に大会参加記念章を授与します。
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武術太極拳競技
競　技　日　程

＜競技会前日　 ８月29日（金）＞� 会場地：野洲市総合体育館
役　員　・　ス　タ　ッ　フ

 9：00～ スタッフ入館　設営開始
13：00～16：00 審判研修（15：00～16：00　会場確認、入退場練習）／野洲市総合体育館　会議室
16：00～17：00 監督・コーチ会議／野洲市なかよし交流館
17：00～ スタッフ主任ミーティング
18：00 解散

選　　　手
14：00～17：00 選手公式練習／野洲市総合体育館（大アリーナ、小アリーナ）

＜第１日目　 ８月30日（土）＞※表彰式は都度行います
開　会　式

 8：30～ スタッフ役員入館
 8：40～ 選手入館（開門）
 9：00～ 9：30 審判会議／野洲市総合体育館　会議室
 9：00～ 9：30 選手公式練習
 9：45～10：15 開会式　審判団紹介

第　１　日　競　技
第１コート 第２コート

国際第一套路長拳（少年男子）
第１～５組　10：15～11：51　　24人

ペア24式太極拳（自選）（シニア男女）
　　第１～３組　10：15～12：00　　15チーム

昼食・アトラクション　12：00～13：15
自選長拳（成年女子）

第１～３組　13：15～14：07　　13人
　　第４～５組　13：15～14：11　　８チーム

ジュニア太極拳２（少年女子）
第１～４組　14：11～15：59　　18人

ジュニア太極拳２（少年男子）
第１～２組　15：59～16：53　　９人

16：55～17：25 アトラクション
17：25～18：25 選手公式練習
18：40 清掃　退館

＜第２日目　 ８月31日（日）＞※午前の競技の表彰式は都度、午後の競技は閉会式で行います
  8：40～ スタッフ役員入館
 8：50～ 選手入館（開門）
 9：15～10：00 選手公式練習

第　２　日　競　技
第１コート 第２コート

国際第一套路長拳（少年女子）
第１～４組　10：15～11：27　　18人

総合太極拳（自選）（成年男子）
第１～３組　10：15～11：53　　14人

昼食・アトラクション　11：53～13：15
自選長拳（成年男子）

第１～４組　13：15～14：31　　19人
総合太極拳（自選）（成年女子）

第１～３組　13：15～14：46　　13人
15：00～15：30 閉会式　表彰式
16：00 清掃　退館
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第１組　５名　10：15 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 加 藤 　 元 気 岐 阜 県
2 荻 野 　 献 之 東 京 都
3 古 川 　 湖 貴 岩 手 県
4 香 川 　 惺 博 香 川 県
5 竹 澤 　 成 悠 富 山 県

第３組　５名　10：55 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 美 濃 　 良 樹 奈 良 県
2 原 田 　 詠 陸 京 都 府
3 大 出 　 剛 綺 栃 木 県
4 篠田　琉太朗 新 潟 県
5 青 木 　 薪 都 群 馬 県

第５組　４名　11：35 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 岸 本 　 琉 聖 広 島 県
2 中 村 　 讃 太 三 重 県
3 小 田 　 武 蔵 石 川 県
4 杉 山 　 奏 太 静 岡 県

第２組　５名　10：35 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 青 木 　 陸 斗 埼 玉 県
2 関 根 　 　 駿 鳥 取 県
3 松 山 　 　 浬 宮 崎 県
4 吉 田 　 悠 良 徳 島 県
5 小 松 　 桜 弥 神奈川県

第４組　５名　11：15 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 久保木　琢水 大 阪 府
2 小 河 　 昌 輝 兵 庫 県
3 谷 藤 　 蒼 矢 北 海 道
4 髙 橋 　 琉 晟 滋 賀 県
5 古賀　涼太郎 愛 知 県

競技編成表 第 1 日（ 8月30日）

【少年男子】国際第一套路長拳（第１組〜第５組）第１コート� 24名

第１組　５名　13：15 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 栗 山 　 蒼 生 東 京 都
2 小 田 桐 　 咲 青 森 県
3 小 櫻 　 　 果 広 島 県
4 上田　明日香 大 阪 府
5 中 村 　 怜 菜 愛 知 県

第２組　４名　13：35 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 木 村 　 　 心 香 川 県
2 和 野 　 　 絢 岩 手 県
3 梅 村 　 元 香 三 重 県
4 西 野 　 莉 奈 岐 阜 県

第３組　４名　13：51 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 沼 田 　 百 菜 北 海 道
2 堀本　明日香 福 岡 県
3 平 野 　 賀 鈴 京 都 府
4 伊 藤 　 聡 美 鳥 取 県

【成年女子】自選長拳（第１組〜第３組）第１コート� 13名

【シニア男子・女子】ペア24式太極拳（自選）（第１組〜第５組）第２コート� 46名

第１組　10名　10：15 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点

1
山 田 　 徳 子 宮 城 県
野 仲 　 民 子 宮 城 県

2
綿 谷 　 昌 明 山 口 県
藏 田 　 紀 子 山 口 県

3
鎌 田 　 典 子 東 京 都
森 岡 　 み な 東 京 都

4
片山　ゆかり 京 都 府
別 所 　 永 子 京 都 府

5
横 山 　 明 子 茨 城 県
小長谷　有子 茨 城 県

第２組　10名　10：50 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点

1
帖 佐 　 幸 子 長 崎 県
山 口 　 珠 美 長 崎 県

2
相 羽 　 浩 子 鹿児島県
新 　 さ つ き 鹿児島県

3
宮 﨑 　 博 二 福 井 県
山 田 　 友 子 福 井 県

4
浅 川 　 公 子 滋 賀 県
堀 井 　 明 美 滋 賀 県

5
赤 松 　 志 保 千 葉 県
齋藤　富美子 千 葉 県

第３組　10名　11：25 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点

1
木下　リエ子 愛 知 県
野 村 　 弘 美 愛 知 県

2
北川　真由美 群 馬 県
菊 池 　 知 子 群 馬 県

3
藤 田 　 　 舞 三 重 県
俵 山 　 直 美 三 重 県

4
伊 藤 　 香 織 佐 賀 県
松 谷 　 浩 史 佐 賀 県

5
大杉　真由美 兵 庫 県
田 之 上 　 恵 兵 庫 県
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第４組　８名　13：15 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点

1
蝦 名 　 幸 恵 北 海 道
島田　明日美 北 海 道

2
渡邉　さち子 新 潟 県
佐 藤 　 久 美 新 潟 県

3
伊藤　知香子 静 岡 県
鈴 木 　 祐 子 静 岡 県

4
堀 内 　 由 美 山 梨 県
丹 澤 　 貴 子 山 梨 県

第５組　８名　13：43 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点

1
家 門 　 俊 平 大 阪 府
家 門 　 由 美 大 阪 府

2
日 景 　 正 広 埼 玉 県
澤 口 　 知 実 埼 玉 県

3
野 呂 　 剛 司 青 森 県
西澤　ななえ 青 森 県

4
中 山 　 智 由 神奈川県
島井　絵里子 神奈川県

【少年女子】ジュニア太極拳２（第１組〜第４組）第２コート� 18名

【少年男子】ジュニア太極拳２（第１組〜第２組）第２コート� 9名

第１組　５名　14：11 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 丸 山 　 　 杏 富 山 県
2 鈴 木 　 稀 花 茨 城 県
3 平 野 　 茜 子 京 都 府
4 蓮 沼 　 　 奏 福 島 県
5 門 脇 　 彩 乃 埼 玉 県

第１組　５名　15：59 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 田 尻 　 有 秀 熊 本 県
2 濱 岡 　 哲 門 福 岡 県
3 森 　 　 龍 我 北 海 道
4 香 月 　 蒼 太 奈 良 県
5 岡 﨑 　 浩 志 富 山 県

第３組　４名　15：11 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 和 野 　 佳 歩 岩 手 県
2 加 藤 　 美 海 静 岡 県
3 大山　侑美奈 愛 媛 県
4 高 森 　 世 凪 徳 島 県

第２組　５名　14：41 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 菅 原 　 一 花 北 海 道
2 永 野 　 綾 那 熊 本 県

第２組　４名　16：29 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 川 村 　 心 輝 岩 手 県
2 関 野 　 壮 晄 神奈川県
3 嶋 原 　 誓 哉 宮 崎 県
4 古 園 　 蒼 汰 鹿児島県

第４組　４名　15：35 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 古 賀 　 愛 子 福 岡 県
2 寺 戸 　 柚 乃 神奈川県
3 織 田 　 友 花 千 葉 県
4 山 木 　 日 織 栃 木 県

第 2 日（ 8月31日）

第１組　５名　10：15 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 佐 野 　 心 唯 徳 島 県
2 江渡真央アンジュ 青 森 県
3 石 井 　 思 初 東 京 都
4 福 山 　 陽 月 広 島 県
5 小 川 　 純 佳 富 山 県 第３組　４名　10：55 〜

番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 織 田 　 心 花 千 葉 県
2 田 畑 　 夏 希 大 阪 府
3 平野　いろは 島 根 県
4 笠 原 　 多 恵 岐 阜 県

【少年女子】国際第一套路長拳（第１組〜第４組）第１コート� 18名

3 馬 渡 　 凛 佳 青 森 県
4 前 山 　 真 緒 広 島 県
5 本 間 　 春 香 滋 賀 県

第２組　５名　10：35 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 近 藤 　 輝 茉 静 岡 県
2 片 岡 　 美 羽 北 海 道
3 大 槻 　 紅 白 群 馬 県
4 庄 司 　 心 和 宮 崎 県
5 大 野 　 泉 璃 埼 玉 県
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第１組　５名　10：15 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 野 田 　 敦 志 宮 崎 県
2 樋ノ口　大翔 岩 手 県
3 森 内 　 大 輔 滋 賀 県
4 中 田 　 智 浩 奈 良 県
5 直 塚 　 大 樹 兵 庫 県

第１組　５名　13：15 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 三浦　希乃佳 岩 手 県
2 瀬 戸 　 た ま 神奈川県
3 前 橋 　 レ ミ 長 野 県
4 三 浦 　 芽 農 愛 知 県
5 花 野 　 宏 美 兵 庫 県

第３組　５名　13：55 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 河 合 　 瞳 吾 東 京 都
2 松 島 　 迅 汰 兵 庫 県
3 松 下 　 翔 平 長 崎 県
4 風 祭 　 　 奏 岩 手 県
5 藤 永 　 和 樹 大 阪 府

第３組　４名　11：25 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 澤 谷 　 　 潤 富 山 県
2 田 野 実 　 翔 栃 木 県
3 丸 山 　 直 樹 東 京 都
4 吉 永 　 黄 河 佐 賀 県

第３組　４名　14：18 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 川 柳 　 有 紀 群 馬 県
2 土 井 　 未 来 静 岡 県
3 平 野 　 桜 花 京 都 府
4 庄 司 　 理 瀬 秋 田 県

第２組　５名　10：50 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 佐々木　一樹 福 岡 県
2 亀 井 　 宥 吏 神奈川県
3 林 　 　 　 朋 京 都 府
4 佐藤　龍之介 茨 城 県
5 西垣　秀之慎 愛 知 県

第２組　４名　13：50 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 森田　紗和子 東 京 都
2 齋 藤 　 香 織 栃 木 県
3 藤川　奈緒美 山 口 県
4 山口　智恵実 茨 城 県

第４組　４名　14：15 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 山 地 　 悠 敬 香 川 県
2 小 松 　 　 資 埼 玉 県
3 内 野 　 弘 毅 広 島 県
4 安 田 　 陽 飛 滋 賀 県

【成年男子】総合太極拳（自選）（第１組〜第３組）第２コート� 14名

【成年女子】総合太極拳（自選）（第１組〜第３組）第２コート� 13名

第４組　４名　11：11 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 林 口 　 遊 雲 福 岡 県
2 高 山 　 莉 音 栃 木 県
3 森 　 　 心 華 兵 庫 県
4 田名瀬　優陽 京 都 府

第１組　５名　13：15 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 田 中 　 駿 志 愛 知 県
2 堀 　 　 昊 伸 三 重 県
3 佐 藤 　 惟 央 北 海 道
4 辻 野 　 太 聖 福 岡 県
5 高 山 　 　 蓮 栃 木 県

【成年男子】自選長拳（第１組〜第４組）第１コート� 19名

第２組　５名　13：35 〜
番号 氏　　名 都道府県名 得　点
1 杉 山 　 徹 朗 神奈川県
2 竹 内 　 郁 斗 静 岡 県
3 冨 岡 　 翔 陽 奈 良 県
4 高 梨 　 航 希 島 根 県
5 年 永    結 誓 鹿児島県
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解説：武術太極拳と国際競技種目
▪ 武術太極拳とは
◎　日本では太極拳が広く行われるようになって、約40年が経ちます。近年では長拳、南拳や各種の伝統
拳術が若い人々の間で行われています。中国武術は国際的には「武術」の中国語の発音、WUSHU（ウ
ーシュー）の名称で普及しています。太極拳は武術（WUSHU）の中の一種目でありますが、日本では
太極拳の愛好者人口が圧倒的に多いことから、太極拳と各種の中国武術、中国拳法を総称して、「武術
太極拳」の名称で普及を進めています。最近の普及・発展は顕著なものがあり、日本での愛好者人口は
すでに100数十万人となり、うち女性は約７割、男性は３割位で、若い人の関心が近年高まっています。
競技者人口は７万人（ジュニア年代約１万人）と言われています。

▪ 武術の起源は悠久
◎　中国武術の起源は数千年前に遡りますが、14世紀から20世紀初めにかけて特に目覚ましく発達して、
打つ、蹴る、投げる、つかむ、刺す等の技法を組合わせた数多くの武術の流派、種類が生まれました。
現在行われている武術は200 ～ 300種類あると言われ、力強く速い動作を主体にしたものから軟らかく、
巧妙な技を使うものまで多岐にわたります。

▪ 国民スポーツとして普及発展
◎　格闘技としての武術は、社会情況の変化につれて、しだいに健身、体育種目として心身の鍛練と修養
を目的とするようになりました。合理的でかつ、高度な技術体系を有する運動であり、これを行うこと
に芸術表現の喜びを得ることもできるため、近年、日本、アジア諸国や欧米各国でも広範な社会層の愛
好者人口を得るに至っています。

　　日本では太極拳技能検定制度が1995年から全国的に導入、実施され、愛好者に目標を与え向上心を促
すものとして歓迎され、太極拳の普及振興を進めるうえで大きな役割を果たしています。太極拳に加え
て、長拳技能検定制度も2001年度から開始となりました。太極拳活動を通じた「健康づくりの輪」が広
がる一方で、長拳技能検定の実施により少年・児童はじめ若年層へのカンフー体操、長拳の普及促進に
弾みがつき、武術太極拳はより幅広い年齢層の人々が体力と興味に応じて親しむことのできる国民スポ
ーツとしてさらに大きく成長するものと期待されています。

　　日本武術太極拳連盟は1987年４月に発足し、1988年12月に文部省（現在の文部科学省）より社団法人
の認可を受け、2012年４月には内閣府より公益社団法人として認可を受けました。現在、47都道府県す
べてに都道府県連盟が発足し、ほぼ全ての都道府県連盟が都道府県スポーツ（体育）協会にそれぞれ加
盟しています。

▪ 競技スポーツ・生涯スポーツとしてますます盛んに
◎　競技スポーツの全国大会として毎年、春に「JOCジュニアオリンピックカップ武術太極拳大会」、夏
に「全日本武術太極拳選手権大会」秋に「国スポ公開競技『武術太極拳』競技会」がそれぞれ開催され
ています。生涯スポーツの全国大会としては、厚生労働省等の主催による全国健康福祉祭（ねんりんピ
ック）で正式実施種目として＜太極拳交流大会＞が行われています。各都道府県においても、「県民ね
んりんピック」「県民長寿体育祭」等の名称で実施されている生涯スポーツ大会で武術太極拳が広く行
われるようになっています。

　　また、各地で武術太極拳交流大会、武術太極拳選手権大会・競技大会等が活発に開催されています。
1997年12月に正式発足した日本学生武術太極拳連盟（学生連盟）も毎年、交流大会を開催しています。
学生連盟の今後の大きな発展が期待されています。

▪ 国際的な競技スポーツに
◎　武術太極拳は、国際競技スポーツとしても大いに発展してきました。４年に１度行われるアジア競技
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大会では、1990年の第11回北京大会で正式種目に採用され、第19回中国・杭州大会（2023）まで継続し
ています。2026年には愛知・名古屋で開催予定の第20回大会でも実施されます。

　　世界選手権は1991年に北京で第１回が開かれ、その後隔年で開催されています。また、その翌年には、
前年世界選手権の上位入賞者のみで争われる「武術太極拳ワールドカップ」が開かれます。2024年10月
26・27日には日本・横浜の横浜ＢＵＮＴＡＩで開催され、大盛況のうちに幕を閉じました。

　　2026年には「夏季ユース五輪ダカール大会」の新競技としても追加されることが決定しています。
　　東アジア競技大会は第１回大会（1993年、中国・上海市）以降、第６回大会（2013年10月、中国・天津）
まで開催されましたが、今後「アジアユースゲームズ」として開催されることになり、2026年の開催予
定で準備が進んでいます。

　　2015年８月には中国・南京で国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）主催の「第２回ユース五輪」が挙行
され、武術は「トーナメント競技」として実施され、2017年８月には台湾・台北で開催された大学生の
オリンピックとも呼ばれる「第29回ユニバーシアード競技大会」にも初採用されました。ユニバーシア
ードは「ユニバーシティゲームズ」と名称変更となり、2023年に中国・成都大会で再び武術太極拳が種
目として採用されました。

　　また、青少年を対象とした「世界ジュニア武術選手権大会」は2006年にマレーシア・クアラルンプー
ルで、「アジアジュニア武術選手権大会」は2001年にベトナム・ハノイで、それぞれ第１回大会を開催
し、その後隔年で実施されています。

▪ 国際競技大会の競技種目
◎　試合形式には、一定のルールのもとに相手と格闘して勝負を決めるもの（対抗性競技）と、一定の動
作を演武してその技術水準を評価するもの（演武競技）の２種類があります。

　　演武競技は、定められた時間とルールにもとづいて１人（組）ずつ演武し、審判員が与える得点によ
って順位を決定します。アジア武術選手権大会、世界武術選手権大会では演武競技として太極拳、太極
剣、南拳、南刀、南棍、長拳、剣術、刀術、槍術、棍術等の種目が行われています。

▪ 統一規定演武と自由選択演武
◎　演武競技は選手が各種目の武術の特徴を備えた足技、打法、跳躍技などを自分で組み合せて演武する
自由演技で競われてきました。しかし、武術の国際化の流れのなかで、各国の選手の技術の向上を促進
し、また、採点をより合理的に行うために、武術競技用統一規定演武（規定套路）が定められ、北京ア
ジア競技大会から採用されました。

　　その後、世界的な技術レベル向上により、より選手の個性や特徴を生かせる競技形式が求められるよ
うになり、2005年に新たな「国際武術競技ルール」が定められて、難度の高い動作を含め、技を自由に
組み合わせて行う自由選択演武（自選套路）が採用されました。

　　しかし、成長段階にあるジュニア選手については、過度の競争による身体への影響を避けるため、引
き続き統一規定演武で競技が行われています。

　　その後、2019年、2024年にルール改訂が行われ、日本でも国際大会の代表選手を選抜する競技種目で
は、最新版ルールを採用しています。

▪ 厳正な審判方法
◎　競技の採点は10点満点で行われます。トップアスリートによる「自選難度競技」などでは審判員がＡ
（動作の質とその他のミス）５点、Ｂ（演技レベル）３点、Ｃ（難度動作の成否）２点の３グループに
分けられ、それぞれの点数を合計し、選手の得点とします。グループ分けすることにより、審判の職責
が明確になり、また相互の影響・関与が避けられ、より客観的な評価ができます。

　　年齢の低いジュニアや愛好者は「無難度競技」として行われ、Ａ（動作の質とその他のミス）５点、
Ｂ（演技レベル）５点の２グループで審査をします。
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2025滋賀国スポ「武術太極拳」競技会　都道府県別参加人員
ブロック
名 番号 都道府県

監督 シニア
男子

シニア
女子

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 選手
合計

選手
合計選任 兼任 総合

太極拳
自選
長拳

総合
太極拳

自選
長拳 Jr太極拳2 長拳B Jr太極拳2 長拳B

北海道 1 北 海 道 1 2 1 1 1 1 1 1 8 9

東
　
北

2 青 森 県 1 1 1 1 1 1 5 6
3 岩 手 県 1 1 1 1 1 1 1 1 7 8
4 宮 城 県 1 2 2 3
5 秋 田 県 1 1 1 2
6 山 形 県 0 0
7 福 島 県 1 1 1 2

関
　
東

8 茨 城 県 1 2 1 1 1 5 6
9 栃 木 県 1 1 1 1 1 1 1 6 7
10 群 馬 県 1 2 1 1 1 5 6
11 埼 玉 県 1 1 1 1 1 1 1 6 7
12 千 葉 県 1 2 1 1 4 5
13 東 京 都 1 2 1 1 1 1 1 1 8 9
14 神奈川県 1 1 1 1 1 1 1 1 1 8 8
15 山 梨 県 1 2 2 3

北
信
越

16 新 潟 県 1 2 1 3 4
17 長 野 県 1 1 1 2
18 富 山 県 1 1 1 1 1 1 5 6
19 石 川 県 1 1 1 2
20 福 井 県 1 1 1 2 2

東
　
海

21 静 岡 県 1 2 1 1 1 1 1 7 8
22 愛 知 県 1 2 1 1 1 1 1 7 8
23 三 重 県 1 2 1 1 1 5 6
24 岐 阜 県 1 1 1 1 3 4

近
　
畿

25 滋 賀 県 1 2 1 1 1 1 6 6
26 京 都 府 1 2 1 1 1 1 1 1 8 9
27 大 阪 府 1 1 1 1 1 1 1 6 7
28 兵 庫 県 1 2 1 1 1 1 1 7 8
29 奈 良 県 1 1 1 1 1 4 5
30 和歌山県 0 0

中
　
国

31 鳥 取 県 1 1 1 2 2
32 島 根 県 1 1 1 2 3
33 岡 山 県 0 0
34 広 島 県 1 1 1 1 1 1 5 6
35 山 口 県 1 1 1 1 3 3

四
　
国

36 香 川 県 1 1 1 1 3 4
37 徳 島 県 1 1 1 1 3 4
38 愛 媛 県 1 1 1 2
39 高 知 県 0 0

九
　
州

40 福 岡 県 1 1 1 1 1 1 1 6 7
41 佐 賀 県 1 1 1 1 3 4
42 長 崎 県 1 2 1 3 4
43 熊 本 県 1 1 1 2 3
44 大 分 県 0 0
45 宮 崎 県 1 1 1 1 1 4 5
46 鹿児島県 1 2 1 1 4 5
47 沖 縄 県 0 0

種　目　合　計 36 5 23 14 19 13 13 9 24 18 18 151
人　数　合　計 41 46 33 26 33 36 174 210
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参加監督・選手一覧

北海道

監督 石山　雅志

選手 蝦名　幸恵

選手 片岡　美羽

選手 佐藤　惟央

選手 島田　明日美

選手 菅原　一花

選手 谷藤　蒼矢

選手 沼田　百菜

選手 森　龍我

青森県

監督 菊地　亮

選手 江渡 真央アンジュ

選手 小田桐　咲

選手 西澤　ななえ

選手 野呂　剛司

選手 馬渡　凛佳

岩手県

監督 樋口　佳奈子

選手 風祭　奏

選手 川村　心輝

選手 樋ノ口　大翔

選手 古川　湖貴

選手 三浦　希乃佳

選手 和野　絢

選手 和野　佳歩

宮城県

監督 大沼　陽子

選手 野仲　民子

選手 山田　徳子

秋田県
監督 田村　ひとみ

選手 庄司　理瀬

福島県
監督 蛭田　英明

選手 蓮沼　奏

茨城県

監督 蛯沢　祐子

選手 小長谷　有子

選手 佐藤　龍之介

選手 鈴木　稀花

選手 山口　智恵実

選手 横山　明子

栃木県

監督 黒田　純子

選手 大出　剛綺

選手 齋藤　香織

選手 高山　莉音

選手 高山　蓮

選手 田野実　翔

選手 山木　日織

群馬県

監督 中川　陽子

選手 青木　薪都

選手 大槻　紅白

選手 川柳　有紀

選手 菊池　知子

選手 北川　真由美

埼玉県

監督 大川　智矢

選手 青木　陸斗

選手 大野　泉璃

選手 門脇　彩乃

選手 小松　資

選手 澤口　知実

選手 日景　正広

千葉県

監督 竹村　裕子

選手 赤松　志保

選手 織田　心花

選手 織田　友花

選手 齋藤　富美子

東京都

監督 東出　桂子

選手 石井　思初

選手 荻野　献之

選手 鎌田　典子

選手 河合　瞳吾

選手 栗山　蒼生

選手 丸山　直樹

選手 森岡　みな

選手 森田　紗和子

神奈川県
監督・選手 中山　智由

選手 亀井　宥吏

神奈川県

選手 小松　桜弥

選手 島井　絵里子

選手 杉山　徹朗

選手 関野　壮晄

選手 瀬戸　たま

選手 寺戸　柚乃

山梨県

監督 広瀬　悦子

選手 丹澤　貴子

選手 堀内　由美

新潟県

監督 相波　洋子

選手 佐藤　久美

選手 篠田　琉太朗

選手 渡邉　さち子

長野県
監督 吉田　ますみ

選手 前橋　レミ

富山県

監督 倉嶋　真理子

選手 岡﨑　浩志

選手 小川　純佳

選手 澤谷　潤

選手 竹澤　成悠

選手 丸山　杏

石川県
監督 清水　啓紀

選手 小田　武蔵

福井県
監督・選手 宮﨑　博二

選手 山田　友子

静岡県

監督 桐山　賢信

選手 伊藤　知香子

選手 加藤　美海

選手 近藤　輝茉

選手 杉山　奏太

選手 鈴木　祐子

選手 竹内　郁斗

選手 土井　未来

愛知県

監督 中村　和子

選手 木下　リエ子

選手 古賀　涼太郎
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愛知県

選手 田中　駿志

選手 中村　怜菜

選手 西垣　秀之慎

選手 野村　弘美

選手 三浦　芽農

三重県

監督 奥村　誠之郎

選手 梅村　元香

選手 俵山　直美

選手 中村　讃太

選手 藤田　舞

選手 堀　昊伸

岐阜県

監督 下起　悦郎

選手 笠原　多恵

選手 加藤　元気

選手 西野　莉奈

滋賀県

監督・選手 堀井　明美

選手 浅川　公子

選手 髙橋　琉晟

選手 本間　春香

選手 森内　大輔

選手 安田　陽飛

京都府

監督 城宝　三郎

選手 片山　ゆかり

選手 田名瀬　優陽

選手 林　朋

選手 原田　詠陸

選手 平野　茜子

選手 平野　賀鈴

選手 平野　桜花

選手 別所　永子

大阪府

監督 前東　篤子

選手 上田　明日香

選手 家門　俊平

選手 家門　由美

選手 久保木　琢水

選手 田畑　夏希

大阪府 選手 藤永　和樹

兵庫県

監督 品川　仁志

選手 大杉　真由美

選手 小河　昌輝

選手 田之上　恵

選手 直塚　大樹

選手 花野　宏美

選手 松島　迅汰

選手 森　心華

奈良県

監督 小谷　早苗

選手 香月　蒼太

選手 冨岡　翔陽

選手 中田　智浩

選手 美濃　良樹

鳥取県
監督・選手 伊藤　聡美

選手 関根　駿

島根県

監督 平野　佑樹

選手 高梨　航希

選手 平野　いろは

広島県

監督 久留嶋　峻一

選手 内野　弘毅

選手 岸本　琉聖

選手 小櫻　果

選手 福山　陽月

選手 前山　真緒

山口県

監督・選手 綿谷　昌明

選手 藏田　紀子

選手 藤川　奈緒美

香川県

監督 泉　憲佑

選手 香川　惺博

選手 木村　心

選手 山地　悠敬

徳島県

監督 湯村　修平

選手 佐野　心唯

選手 高森　世凪

選手 吉田　悠良

愛媛県
監督 稲葉　美子

選手 大山　侑美奈

福岡県

監督 大庭　恵子

選手 古賀　愛子

選手 佐々木　一樹

選手 辻野　太聖

選手 濱岡　哲門

選手 林口　遊雲

選手 堀本　明日香

佐賀県

監督 吉永　美紀

選手 伊藤　香織

選手 松谷　浩史

選手 吉永　黄河

長崎県

監督 岩田　寛子

選手 帖佐　幸子

選手 松下　翔平

選手 山口　珠美

熊本県

監督 北川　ちぐさ

選手 田尻　有秀

選手 永野　綾那

宮崎県

監督 髙木　良典

選手 嶋原　誓哉

選手 庄司　心和

選手 野田　敦志

選手 松山　浬

鹿児島県

監督 春田　牧子

選手 相羽　浩子

選手 新　さつき

選手 年永　結誓

選手 古園　蒼汰
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武術太極拳新国際ルール 補助ルール（2024）
＜2023年12月 1日版より抜粋＞

１．審判員の組織
大会に総審判長１人、副総審判長０～数人、監査委員１～数人を置く。大会の規模により、副総
審判長は置かなくてもよい。同様に、総審判長と審判長を兼任してもよい。
各コートに執行審判員として、審判長１人、Ａ組審判員（Ａ１・Ａ２・Ａ３など）３人、Ｂ組審
判員（Ｂ１・Ｂ２・Ｂ３など）３人、套路審判員１～２人を置く。
各コートに業務審判員として、コート主任１人、ＰＣ・記録員２人、計時１～２人を置く。

２−２．コート　国スポ
使用するコートは縦８メートル、横14メートルとし、周囲に幅５センチの境界線を引く。
コート上にセンターラインなどの表示は行わない。

3．審判配置（例）
→選手入場方向

※選手入場方向は逆からでもよいが、太字（審判長・執行６人）の位置は固定。
※套路審判と各業務審判の位置は、電源の位置や審判長の指示により、必要な視野を確保できる

という前提で、適宜変更してよい。

４−２．実施種目／時間規定／Ａ組適用ルール／自選の内容規定　国スポ
　個人競技・ペア競技とも、太極拳種目のＡ組審判は「2005年国際武術套路競技規則」14、16ペ
ージ、長拳種目は同じく12～13、16ページを適用する。
個人競技
少年の部（14～17歳）　ジュニア太極拳２：３分以内　　国際第一套路長拳（長拳Ｂ）：２分以内
成年の部（18～39歳）　総合太極拳（自選）：４分以内　 自選長拳：２分以内
※以上の競技の演技時間は、コート上で直立静止した状態で手足のいずれかが動いた時点から、

演技を終えて直立した時点までとする。
※総合太極拳（自選）の内容について

演技の内容は総合太極拳の動作から、以下の必選動作を入れて構成する。
必選動作：①分脚または蹬脚　②拍脚または擺蓮　③仆歩（単鞭下勢または穿掌下勢）　④発
勁動作（掩手肱捶 または 掩手肱捶に続いて両手を回し、下に押さえる動作 または 馬歩靠）
の４種の動作を最低１回以上行うこと。
26式太極拳をそのまま演技してもよい。
総合太極拳以外の動作が含まれた場合は減点の対象となる。

コート主任
Ａ１　　Ｂ１ Ａ２　　ＰＣ 審判長　　Ｂ２ Ａ３　　Ｂ３

記録
計時　　套路
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演技の表現のために左右逆の動作の組み入れや動作の数、順序、方向等を変更することができ
る。

※自選長拳の内容について
演技の内容は選手の創意に任せる。
長拳規定套路（国際第一、第二、第三套路等）をそのまま演技してもよい。
自選難度競技の難度動作を含んでもよい。
ただし、自選套路中の難度動作、第三套路の難度動作の採点は行わない。
ペア競技
シニアの部（40～59歳）ペア24式太極拳（自選）：４分以内
※以上の競技の演技時間は、コート上で直立静止した状態で２選手のどちらかの手足のいずれか

が動いた時点から、２選手とも演技を終えて直立した時点までとする。
※ペア太極拳（自選）の内容について

演技の内容は24式太極拳の動作から、以下の必選動作を入れて構成する。
必選動作：①蹬脚　②下勢を１人につきそれぞれ最低１回以上行うこと。
24式太極拳の動作を使用していても、推手・対練などの組み手の演技を含んではならない。
24式太極拳以外の動作が含まれた場合、組み手の演技が含まれた場合は減点の対象となる。
隊列の構成は各ペアの創意に任せ、一定の隊列図案を構成するように、また演技の表現のため
に左右逆の動作の組み入れや動作の数、順序、方向等を変更することができる。

５．各審判の業務
１）総・副総審判長／審判長／Ａ組執行審判員
「2005年国際武術套路競技規則」に準ずる。

２）Ｂ組執行審判員
「2005年国際武術套路競技規則」に準じて、小数点以下第２位まで使用して打点する。
集計の際には、４つの打点の最高点・最低点を削除し、残りの２つの打点の平均を計算し、小数
点以下第３位までを取って（小数点以下第４位以降は切り捨て）当該選手のＢ組有効得点とする。

３）規定競技における套路審判員
規定套路に基づいて下記の①、②、③、④を検査し、該当する場合は審判長に申告する。審判長
はその申告を審査し、審判長減点をするかどうか決定する。
①規定の動作が１動作少ない または 多い（0.2減点）
②数回繰り返して１動作となる動作で、繰り返し回数が規定より少ない または 多い（0.1減点）
③規定の跳躍の助走や行歩の歩数が少ない または 多い（0.1減点）
④南拳／南刀／南棍で規定通りに発声していない（１回につき0.1減点）
　※①の規定動作の１動作とは、規定套路の教科書にある動作名称１つを１動作とする。
　※②③は少ない または 多い回数・歩数に関係なく、少ない または 多い状況が発生したら

0.1減点とする。
日本国内の大会では、「2005年国際武術套路競技規則」表２-５ 難度動作のない競技の編成内容
のミスと減点基準は使用しない。（コードによる套路減点は行わない）

４）コート主任
選手がコート脇に入場したら、棄権する選手を確認し、審判長に報告する。
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スタートリストに従って選手をコールし、コートへ入場させる。コールはゼッケン番号や氏名な
ど、本人を確実に特定できるものを使う。
各種目の開始、終了、休憩および棄権した選手などをコート内に宣言する。

５）計時
１人演技の場合は選手の手か足が動き出したときに、２人同時演技の場合は審判長が旗を振り下
ろす開始の合図に合わせてストップウォッチをスタートさせ、選手が演技を終えて足を揃えて直
立したときにストップする。規定の時間に満たない または 超えた場合は、審判長に申告する。
演技途中でホイッスルを鳴らす種目については、審判長の指示によって、規定の時間にホイッス
ルを吹く。審判長自身がホイッスルを吹くことを選択した場合はこの限りではない。

６）ＰＣ・記録員
記録員は執行審判員の打点を収集する。
ＰＣ担当者は収集された打点を正確にＰＣに入力する。
ＰＣ担当者と記録員が入力の読み合わせをして確認する。ＰＣ担当者が読み上げて記録員が打点
を確認する または 記録員が打点を読み上げてＰＣ担当者が確認する いずれの方法でもよい。
審判長減点がある場合は、審判長の指示に従う。
間違いがなければ審判長にＡ組、Ｂ組の得点と最終得点を報告し、得点ボード係がいれば最終得
点を伝える。

6．順位の確定
１）最終得点が上位の選手を上位とする。
２）同点の場合、Ｂ組得点が上位の選手を上位とする。
３）さらに同点の場合、Ｂ組の無効点数の平均値が有効得点の平均値に近い方を上位とする。
４）さらに同点の場合、Ｂ組の２つの無効点数の平均値の高い方を上位とする。
５）さらに同点の場合、Ｂ組の２つの無効点数のうち低い無効点数の高い方を上位とする。
６）さらに同点の場合、同順位とする。

７．アルミ等合金製の剣・刀の変形・切断の減点について
国スポには器械種目がないため、省略する。

８．Ａ組審判用コード表追加事項
「2005年国際武術套路競技規則」の12～16ページには下表の内容も含まれるものとする。

１）長拳、剣術、槍術、刀術、棍術

21 后扫腿 払い足が360度以上回っていない*
23 弾腿、蹬腿*、踹腿
30 腾空飞脚、旋风脚、腾空摆莲 空中で足を打ち鳴らしていない*
50 弓歩 前足の膝が足の甲の上にない**

前足大腿部が水平でない**
51 马步 座り込んでいる大腿部が水平でない**
52 虚步 座り込んでいる大腿部が水平でない**
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73 手が床に触れる*** 床に手を触れる動作でない時に、手が床に触れてし
まう***

２）太極拳、太極剣

15 前举腿低势平衡 しゃがみこむ足の大腿部が水平より45度以上高い*
25 摆莲脚 振り回す足が弧を描いていない*

打ち鳴らす時、足の甲をたたいていない*
26 拍脚 打ち鳴らす時、振り上げる足が曲がる**

打ち鳴らす時、足の甲をたたいていない*
30 腾空飞脚、旋风脚、腾空摆莲 空中で足を打ち鳴らしていない*

（腾空摆莲）回転の角度が45度以上少ない*
50 弓歩 前足の膝が足の甲の上にない**
73 身体の一部が相手に触れる*** ペア競技で意図せず身体の一部が相手の手や身体

に触れてしまう***

３）南拳、南刀、南棍
国スポには南拳がないため、省略する。

４）その他のミス 欄外注

注：１．ゆれる：両脚或いは片足で支えている時、上体に変移が見られること。**

前記１）～４）の * ～ *** についての注
＊　2005年ルールに付け加えた項目
＊＊　2005年ルールの表現を変更した項目
＊＊＊　長拳では、ミスによって床に手が触れてしまったが、重心はかかっておらず、「附加し

て支える」に当たらない場合、「器械が床に触れる」と同等の状況とみなして減点する。
太極拳ペアでは意図せず相手に触れた場合、このコードを適用する。

「2005年国際武術套路競技規則」のご紹介
　国際武術連盟（IWUF）が世界大会における競技規則を2005年に改訂したもの
です。
　大会組織機構（審判員組織）や審判員の職責、競技通則、採点方法と基準など
が記されています。

お申込み・お問合せは公益社団法人日本武術太極拳連盟まで。

価格：840円（税込）
（送料別、１部180円～）� （発行：国際武術連盟／日本語版発行：日本連盟）
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大会会場
　野洲市総合体育館
　　〒520-2351　滋賀県野洲市冨波甲1339
　　TEL：077-587-3477

監督会議
　野洲市なかよし交流館
　　〒520-2351　滋賀県野洲市冨波甲1339-24
　　TEL：077-587-6511
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宿泊施設情報　日本連盟手配　監督・選手宿舎
＜コンフォートイン近江八幡＞
〒523-0891 滋賀県近江八幡市鷹飼町514−１
　TEL：0748-36-0001
　アクセス：JR「近江八幡駅」より徒歩２分

医療体制について
１　万一の怪我や体調不良に備え、会場には看護師が待機しております。軽微なものについては救急

箱を常備しますので、必要な薬をお使いください。
２　参加者は、健康の自主管理に努め、体調不良があればお申し出ください。
３　練習や出場の前に十分な準備運動を行い、水分補給や休憩時間を確保してください。
４　医療保険の被保険者証等は念の為、必ず持参しましょう。
５　選手の競技中の怪我については、傷害保険を日本武術太極拳連盟で加入しています。怪我をされ

た場合はご相談ください。その際に所定の怪我発生報告書を日本連盟事務局に提出頂きます。

◆医療機関
名称 電話番号

市立野洲病院 077-587-1332
済生会滋賀県病院 077-552-1221
湖南広域休日急病診療所 077-551-1599

　※医療ネット滋賀で滋賀県の医療機関・薬局が検索できます。
☜（https://www.shiga.iryo-navi.jp/ ）
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【シャトルバスについて】
下記、スケジュールにて運行を予定しております。
野洲駅改札を出て右手に行き、南出口よりバス乗り場に向かってください。

■８月29日（金）

12：00 ～ 13：00 審判長会議 シャトルバス　時刻表 審判団送迎バス
野洲駅発 体育館着 体育館発 野洲駅着

13：00 ～ 16：00 審判会議 13：00 13：15 ホテル 11：30発
13：45 14：00 12：30発

14：00 ～ 17：00 選手練習 14：30 14：45
15：40 15：55

16：00 ～ 17：00 監督・コーチ会議 16：25 16：40 帰りは適宜
16：45 17：00 17：15 17：30

18：00 18：15

■８月30日（土）

  8：40 選手入場 シャトルバス　時刻表 審判団送迎バス
  9：00 ～  9：30 審判会議 野洲駅発 体育館着 体育館発 野洲駅着 ホテル   8：45発

選手練習   8：30   8：45
  9：45 ～ 10：15 開会式・審判紹介   9：10   9：25

  9：50 10：05
10：15 ～ 競技 10：30 10：45

11：10 11：25
12：00 ～ アトラクション 14：30 14：45 帰りは適宜

15：15 15：30
13：15 ～ 16：55 競技 16：00 16：15

16：45 17：00
16：55 ～ アトラクション 17：30 17：45

18：15 18：30
17：25 ～ 18：25 選手練習 19：00 19：15

■８月31日（日）

  8：50 選手入館 シャトルバス　時刻表 審判団送迎バス
野洲駅発 体育館着 体育館発 野洲駅着 ホテル   8：45発

  9：15 ～ 10：00 選手練習   8：30   8：45
  9：10   9：25

10：15 ～ 11：53 競技   9：50 10：05
10：30 10：45

11：53 ～ 13：15 アトラクション 11：10 11：25
14：30 14：45

13：15 ～ 14：46 競技 15：15 15：30
16：00 16：15 16：00 野洲駅まで

15：00 ～ 15：30 閉会式・表彰式 16：45 17：00
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大会関係機関連絡先
◆会場

名称 電話番号
野洲市総合体育館 077-587-3477
なかよし交流館 077-587-6511

◆事務局
名称 電話番号

野洲市　国スポ・障スポ大会推進室 077-587-8813（大会当日はつながりません）
日本武術太極拳連盟 事務局 電話：03-6231-4911

大会当日連絡先：080-3721-4911

◆医療機関
名称 電話番号

市立野洲病院 077-587-1332
済生会滋賀県病院 077-552-1221
湖南広域休日急病診療所 077-551-1599

　※医療ネット滋賀で滋賀県の医療機関・薬局が検索できます。
☜（https://www.shiga.iryo-navi.jp/ ）

◆警察
種別 電話番号

滋賀県警　守山警察署 077-583-0110

◆タクシー会社
名称 電話番号

近江タクシー 077-582-0106
光タクシー 0120-077-586・077-587-3366
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滋賀国スポ・アトラクション予定
＜第１日目　８月30日（土）＞

アトラクション時間（12：15～12：45あたり）

関屋賢大コーチ 自選太極拳

大阪武術隊 Kung-Fu SHOWTIME ！

アトラクション時間（16：55～17：25あたり）

滋賀県連盟ジュニア武術チーム 長拳集体

滋賀県連盟 24式太極棍

＜第２日目　８月31日（日）＞

アトラクション時間（12：15～12：45あたり）

関屋賢大コーチ 自選太極剣

大阪武術隊 Kung-Fu SHOWTIME ！

滋賀県連盟 24式太極双扇

武術太極拳動画紹介
下記のQRコードから、演武動画や大会PVなどをご覧いただけます。

「第３回武術太極拳ワールドカップ大会」

「全日本武術太極拳選手権大会」

「国際大会PV」

その他にも日本連盟公式YouTubeチャンネルに、たくさんの動画を掲載しています。
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アトラクション紹介

　滋賀県武術太極拳連盟は1993年２月に設立され、32
年経過しました。
　今回、滋賀県野洲市で開催されるわたSHIGA輝く国
スポ・障すぽ公開競技「武術太極拳」で、ジュニア武
術チーム・24式棍・24式双扇の３種目の集体を披露す
るために、本連盟加盟８団体から総勢77名が参集し、
練習を重ねてきました。
　これからも心身の健康を目的として、生涯スポーツと
して、武術太極拳の普及に努めていきたいと思います。

滋賀県武術太極拳連盟プロフィール

ジュニアチーム （50音順）
大熊　航平 大熊　桔平 北川　和真 小林　葵 大黒　湊音
中川　恵多 中川　泰晟　 仲山　大翔 仲山　琉稀 初田　丈慈
初田　ゆうら 益田　凪 松岡　陸都 森岡　奏音 吉田　朔都
吉田　弥央

24式棍チーム （50音順）
飯塚　敏 開田　弘明 北川　はつ江 櫛間　佳英子 近藤　薫
嶋　伸起 竹内　キヌ 田中　美代子 谷山　清美 原田　有美
初田　浩 武奈　淑子 堀井　明美 丸井　一成 森野　ちよ美
山口　浩一

24式双扇チーム （50音順）
秋永　豊子 浅川　公子 石居　あい子 稲田　あつ子 伊庭　正子
上原　初美 上原　博子 梅村　三千子 大窪　きみ子 大田　裕子
大橋　直美 岡本　ひとみ 皆見　恵美子 桂田　喜美代 加藤　伊佐美
門田　博美 川崎　啓子 北川　きみ 北川　久美子 小杉　一子
小澤　良子 榊原　真美子 佐藤　美知代 杉澤　悦子 須田　美奈子
瀬戸　みさ江 高嶋　律子 種村　喜代子 玉井　弘美 辻村　宜子
西上　千恵子 野瀬　千枝子 拝籐　ますみ 秦　真由美 林　栄子
馬場　房子 藤居　文子 藤本　芳美 保木　きよ 前田　由加里
水谷　とし江 三矢　智子 山根　美保子 由利　恵子 吉田　裕子

集団演武出場者参加者名簿
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　2024年ワールドカップのアトラクションで魅せたあのカ
ンフーエンターテイメントが、更にパワーアップし新たな
形でカンフーエキシビションをお届けします。
　何度も見返したくなるほど
　とにかくスゴい！
　とにかく笑える！
　技とユーモアの融合、爆発的なパフォーマンスが織りな
す予測不能のエンターテイメント！
　一度見たら忘れられない、圧倒的なエネルギーと奇想天
外なアイデアで、観客を笑いと驚きの渦に巻き込む！
　カンフーエンターテイメントの世界に
　きっとあなたも夢中になるはず…！？

　当日を乞うご期待！

「Kung-Fu SHOWTIME ！」
●８月30日（土）
メンバー：
別當響、新小田広希、中田琉月、藪本佳輝、井上欽太、久下瑠那、貴田胡花、高梨航希

●８月31日（日）
メンバー：
別當響、新小田広希、中田琉月、藪本佳輝、井上欽太、久下瑠那、貴田胡花、朝山義隆、松川爽人

　1988年生まれ　大阪府箕面市出身

≪武術歴≫
10才からカンフーを始め、ゆったりとした伸びやかな動作に魅せ
られて13才で「太極拳」に転向。
初出場の第９回世界武術選手権大会（北京）で「太極剣」で優勝、
最年少（当時）19才で世界チャンピオン。
2006年全日本武術太極拳選手権大会で自選難度太極拳に初出場し
てから引退するまで９連覇。
９年間日本代表として世界各地を飛び回り様々な大会に出場し、2014年に引退。
現在は、地元大阪で太極拳教室やスポーツクラブで太極拳の普及活動を行なっている。

≪主な成績≫
2007年 第９回世界武術選手権大会（北京）　太極剣 金メダル
2008年 第29回北京オリンピック競技大会「武術トーナメント」太極拳・太極剣総合 銅メダル
2009年 第８回ワールドゲームズ（台湾）　太極拳・太極剣総合 第４位
2011年 第11回世界武術選手権大会（トルコ）　太極拳 銀メダル
2013年 第６回東アジア競技大会（天津）　太極拳・太極剣総合 銅メダル
2014年 第17回アジア競技大会（韓国）　太極拳・太極剣総合 第４位
2006～2014年 第23～31回全日本武術太極拳選手権大会 自選難度太極拳 ９年連続優勝

関
せき

屋
や

　賢
よし

大
ひろ

　プロフィール

大阪武術隊プロフィール
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選手・監督への注意事項
　出場にあたっての諸事項を下記の通りご案内いたしますので、これに基づいて大会に臨まれますようお願
いいたします。貴殿の大会でのご健闘をお祈りいたします。
１．参加証：

　参加証は、監督が８月29日（金）の監督会議時に入館する際と、選手が選手登録する際に提示してくだ
さい。
　万一、参加証を紛失した場合は、所属都道府県の監督を伴って再発行の手続きをとらなければなりませ
んので、十分注意して保管してください。
２．「監督会議」について：

　監督会議は８月29日（金）16：00～17：00とし、各都道府県の監督１名のみが参加すること。また、監
督が参加できない場合は代理のコーチなどを事前に日本連盟に申請すること。総審判長による、競技上の
諸注意等の説明と、全参加者分の大会プログラムや記念品の配布などが行われます。
３．選手集合時間：

①　選手出場登録
　本大会では、入館時に受付は行いません。選手練習場入口付近に設置している出場登録受付にて、出
場組の競技開始時間（同封の「大会競技日程」と参加証に記入されている）20分前までに、参加証を競
技進行係に提示して確認を受けてください。特別な事情により、出場登録に間にあわない場合は、事前
に該当コートの競技進行係にその旨を申し出てください。登録は必ず出場日当日に行ってください。出
場日より前の日に登録はできません。

②　開会式と集合時間
＊ 8月30日（土）：　開会式で選手入場行進を行いますので、 9 ：40に監督および開会式に参加可能な
選手は大会会場アリーナにご集合下さい。 9 ：45より「開会式・審判員紹介」を行い、10：15より競技
を開始します。10：15から始まる種目の第１組に出場する選手は、競技ユニフォーム着用のうえゼッケ
ンを持参し、 9 ：55までに選手集合場所にお集まりください。
＊ 8月31日（日）：　10：15より競技を開始します。10：15から始まる種目の第１組に出場する選手は、
競技ユニフォーム着用のうえゼッケンを持参し、 9 ：55までに選手集合場所にお集まりください。

〈入場方法について〉
　選手の整列入場は第１日、第２日とも最初の種目のみ実施します。第１組の１番の選手がコート脇で
待機し、２番以降の選手は誘導スタッフの先導で整列入場を行います。コート入場後は、誘導スタッフ
の号令で、選手全員が一斉に「抱拳礼」を行った後、一度コート外に退場し、コート脇に待機します。
以降は誘導スタッフの先導で３～５人程度ずつ組ごとに順次競技場に移動する方式で行います。以降の
種目は整列入場を行いません。
　この入場方法の趣旨は、選手が準備を十分に行った状態で、怪我なく実力を発揮し、大会に出場でき
るようにするためです。

〈集合・点呼等の失格〉
　集合・点呼等を済ませても、実際の競技開始時間に競技コートにいない場合は自動的に失格となりま
す。競技コートを離れることがあっても、競技開始時間には必ず指定された場所で待機してください。

４．出場順序：
　各選手の出場順序は、公平を期すため、コンピュ－タによる乱数発生処理プログラムで、抽選･決定し
ました。貴殿の出場順は、同封の参加証に記入されています。
５．競技ル－ル：

　競技は「2005年国際武術套路競技規則（青本）」「補助ルール（2024）」に基づいて実施します。
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６．ゼッケンについて：
　ゼッケンは番号ではなく各都道府県名となっています。ユニフォームには取り付けずに持参して、前の
選手が最終得点発表を待つ間に、ゼッケンを机のゼッケン立てに番号を表面にして置き、競技終了後に自
分のゼッケンを持って退出してください。
　ゼッケンを紛失した選手は、所属都道府県の監督の立ち会いのもとでゼッケンの再交付を受けなければ
競技に出場することはできませんので、取り扱いには特にご注意ください。

７．成績発表と表彰式について：
　今大会では成績掲示は行わず、ホームページに成績を順次掲載いたします（パンフレットにQRコード
を記載します）。また表彰は、２日目閉会式前の種目を除き、競技終了30分後に大会会場内に設けられた
表彰場で行います。入賞の可能性のある選手は、競技終了後にホームページに掲示される成績表で成績順
位を確認し、成績表に表示された表彰予定時間までに指定の集合場所で待機して、係員の指示に従って表
彰を受けてください。
　なお、入賞者の服装はユニフォームかジャージを着用し、平服の着用はご遠慮ください。
注：�表彰予定時間に表彰を受けられない場合は、表彰進行係に申し出て表彰式終了後、大会事務局まで賞

状・メダルを受け取りにきてください。本人が受領できない場合は、所属都道府県の他の人が代理受
領することもできます。

８．選手練習時間：
　９：00～９：30（１日目）／10：00 （２日目）の間、競技コートの上で選手練習を行うことができます。
コートを使用した選手は練習終了後、じゅうたんのくず取り作業にご協力ください。
　また、初日の表彰式終了後、17：25～18：25まで、競技コートで練習できます。
〈競技中の選手練習場所〉

　８月30日（土）９：00～18：25、31日（日）９：00～14：50の時間帯は、選手練習場で練習すること
ができます。出場時間が近づいた選手は、選手集合場所に移動してください。
　なお、大会前日の ８月29日（金）の選手練習は14：00～17：00（入館時間は13：30）の時間帯に競技
コートおよび選手練習場で練習することができます。

９．更衣と所持品管理：
　大会指定の女子・男子更衣室を使用してください。所持品は各自の責任で管理して、盗難・紛失防止に
努めてください。選手の出場時には貴重品は、団体毎に管理してください。盗難事故に関して大会主催者
は責任を負えませんのでご了承ください。ただし、個人で会場においでの選手に限り、大会事務局が貴重
品をお預かりします。
10．健康保険証：
　万一の事故に備え、健康保険証（必ず原本）を持参してくださるようお願いします。選手の競技会中の
怪我については傷害保険を手配しております。怪我をされた場合には大会看護師にご相談ください。その
際、所定の怪我発生報告書をご提出いただきます。

演技の手順（コート上）
①前の選手が最終得点発表を待つ間に、ゼッケンを机のゼッケン立てに番号を表面にして置く。
②審判長が合図をしたら抱拳礼をして入場し、演技を行う。
③演技を終えたら指定の位置で、最終得点を待つ。
　＊次の選手が既に待機しているので、審判席に近い方を次の選手に譲り、審判席から遠い方で待機。
④最終得点を聞いて抱拳礼をし、置いておいたゼッケンを持って退場する。
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11．ゴミの持ち帰りについて：
　会場内には、ゴミ箱が一切設置されておりません。各自で出したゴミおよび弁当の空き箱等は、持ち帰
っていただきます。よろしくご協力をお願いいたします。
12．大会会場について：
　裏面の案内図をご参照ください。また、１Ｆは土足厳禁のため選手以外の監督や帯同者等も必ず内履き
をご用意ください。靴下や裸足も禁止となっております。
　また、お車でご来場される際は体育館第２駐車場をご利用ください。
13．大会における取材・撮影について：

　表彰エリアを除く競技エリア内に立ち入っての撮影については、大会関係者及び日本連盟より事前に許
可を得た報道機関等以外は禁止されています。また、許可を受けて撮影した画像及び動画は、事前に申請
された目的及び媒体以外での使用を認めません。また、会場内でのフラッシュ撮影や光線、これに類する
ものの使用を禁止します。
14．大会記念品について：

　大会参加者には記念品が配布されます。
15．マスク着用について

　マスク着用については原則個人の判断にお任せします。感染防止のため、適宜手洗い消毒を行ってくだ
さい。また、競技中のマスクの取り扱いについては、日本武術太極拳連盟ホームページに掲載している武
術太極拳大会における感染拡大予防ガイドラインをご参考ください。
　URL：https://www.jwtf.or.jp/about/about08
16．大会情報について：

　大会の情報については日本武術太極拳連盟のSNS（Facebook、Instagram）でも公開していますので、
ぜひご活用ください。

傷害事故の防止：人にケガを負わせた選手は出場停止処分
◎ 競技中にケガをしないように、十分にウォームアップしてから、出場してください。
◎ 練習会場以外の通路等でのウォーミングアップや練習は禁止します。
◎ 練習会場や、選手集合場所などで他人にケガを負わせないよう十分に注意してください。

観客席での観戦・応援について
　選手および応援者が、観客席で応援・観戦する際には、荷物を他の座席におかないことを徹底してく
ださい。
　座席は選手の荷物で占有せず、荷物は選手更衣室のロッカーで保管してください。
　例年、座席を確保するために観覧席に荷物を放置したまま、長時間不在にしているとの苦情が寄せら
れています。悪質な場合は、警備係により撤去させていただくこともあります。
　参加する皆さまはマナーの向上を心がけてください

団体旗について
　団体旗等は、大会本部の上方や入退場口以外の手すりに紐での固定のみ可とします。養生テープも含
みテープ類は使用不可です。また、非常灯や換気口などを覆わないこと。
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いきいき茨城ゆめ国体2019
武術太極拳競技会

―　入賞者成績一覧　―
【期日】 令和元年 ９月１５日（日） ・ １６日（月・祝）
【会場】 取手グリーンスポーツセンター （取手市）
●少年女子：初級長拳
1 宮中　愛海 宮崎県 8.62
2 安藤　里紗 富山県 8.61
3 小舩　愛賀 福岡県 8.53
4 休井　美空 兵庫県 8.49
5 木村　心 香川県 8.31
6 八重樫　華凛 岩手県 8.27
7 石橋　美空 青森県 8.17
8 伊藤　せら 愛知県 8.13
●成年女子：国際第一套路長拳
1 田中　茉友子 兵庫県 8.42
2 中村　楓 愛知県 8.39
3 西野　莉奈 大阪府 8.00
4 芹野　陽香 神奈川県 7.83
5 髙木　千弘 京都府 7.17
6 三浦　真紀子 東京都 7.16
●シニア男子・女子：太極拳推手套路
1 中山　智由 神奈川県 8.88
1 島井　絵里子 神奈川県 8.88
2 家門　俊平 大阪府 8.83
2 家門　由美 大阪府 8.83
3 日景　正広 埼玉県 8.82
3 澤口　知実 埼玉県 8.82
4 江村　真梨子 石川県 8.72
4 千田　美保 石川県 8.72
5 湊　和徳 三重県 8.59
5 高木　喜子 三重県 8.59
6 亀田　真親 群馬県 8.55
6 田辺　由里子 群馬県 8.55
7 中村　和子 愛知県 8.53
7 渡辺　こずえ 愛知県 8.53
8 大坪　由樹子 兵庫県 8.48
8 酒井　令子 兵庫県 8.48
9 手代木　典子 東京都 8.46
9 長谷川　恵津子 東京都 8.46

10 叶　良子 宮城県 8.45
10 中尾　典子 宮城県 8.45
11 新田　芳奈恵 福島県 8.44
11 新田　元子 福島県 8.44
12 桐山　千尋 静岡県 8.42
12 佐野　好美 静岡県 8.42
●成年男子：二十六式太極拳
1 森　公崇 岩手県 8.77
2 金丸　拳也 神奈川県 8.75
3 田野実　翔 栃木県 8.68
●少年男子：初級長拳
1 益川　和久 埼玉県 8.58
2 稲垣　璃樹 栃木県 8.46
3 大塚　麟太朗 福岡県 8.35
4 中村　大斗 千葉県 8.34
5 奥村　瑛仁 静岡県 8.33
6 鬼追　元 奈良県 8.32
7 松川　爽人 石川県 8.31
8 庄野　翔太郎 兵庫県 8.27
9 馬場　天都 愛知県 8.26

10 山田　優樹 岐阜県 8.24
11 森　耀慧 島根県 8.12
12 杉山　徹朗 神奈川県 8.09
●成年男子：国際第一套路長拳
1 大野　雅也 千葉県 8.96

過去の大会記録
2 勝部　竜海 島根県 8.53
3 布　一馬 神奈川県 8.52
4 渡邉　毅士 福岡県 8.45
5 瑤寺　裕 埼玉県 8.38
6 鵜飼　匠海 愛知県 8.31
7 内野　弘毅 滋賀県 8.19
8 西村　秀一 大阪府 8.13
●成年女子：二十六式太極拳
1 齋藤　明希 岩手県 8.88
2 吉田　李花 千葉県 8.72
3 関本　早織 北海道 8.63
4 野田　恵 静岡県 8.57
5 花野　宏美 兵庫県 8.48
6 中山　美咲 東京都 8.44
7 齋藤　香織 栃木県 8.33
8 栗原　結薫 神奈川県 8.23
●少年男子：ジュニア太極拳２
1 松野内　稔史 神奈川県 8.71
2 田中　翔月 岩手県 8.50
3 王　駿亮 兵庫県 8.43
4 門脇　翼 埼玉県 8.31
5 小島　光博 愛知県 7.91
6 中川　瑛介 群馬県 7.73
●少年女子：ジュニア太極拳２
1 山田　優音 宮城県 8.63
2 鵜飼　瑚子 北海道 8.42
3 原山　夏那 長野県 8.40
4 宮田　真有 富山県 8.36
5 平田　恵時 奈良県 8.35
6 三船　ひなた 福岡県 8.33
7 高木　波南 三重県 8.31
8 岸　真優 大阪府 8.19

いちご一会とちぎ国体2022
武術太極拳競技会

―　入賞者成績一覧　―
【期日】 令和 4年 ９月24日（土） ・ 25日（日）
【会場】 TKCいちごアリーナ（鹿沼総合体育館）［鹿沼市］
●少年男子：国際第一套路長拳
1 品川　歩夢 兵庫県 8.790
2 中田　琉月 大阪府 8.780
3 高梨　航希 島根県 8.770
4 榮野川王雅 神奈川県 8.760
5 福島　沙憲 群馬県 8.680
6 東　孝大朗 岐阜県 8.660
7 高山　　蓮 栃木県 8.600
8 辻野　太聖 福岡県 8.530
9 風祭　　奏 岩手県 8.510

10 竹内　郁斗 静岡県 8.500
11 林　　愛斗 千葉県 8.470
12 小川　颯也 三重県 8.400
●成年女子：自選長拳
1 池内　佳奈 埼玉県 8.850
2 中村　里香 千葉県 8.710
3 小田桐　咲 青森県 8.610
4 芹野　陽香 神奈川県 8.560
5 木村　　心 香川県 8.340
6 西野　莉奈 大阪府 8.210
●シニア男子・女子：ペア24式太極拳（自選）

1 家門　俊平 大阪府 8.780家門　由美

2 中山　智由 神奈川県 8.650島井絵里子

3 綿谷　昌明 山口県 8.520藏田　紀子

4 渡辺こずえ 愛知県 8.440浅野　真紀

5 鎌田　典子 東京都 8.350森岡　みな

6 江尻　貞暢 埼玉県 8.110小島ゆかり

7 北川真由美 群馬県 8.060前田　惠子

8 湊　　和徳 三重県 8.050高木　喜子

9 赤松　志保 千葉県 7.970齋藤富美子

10 坂口　照美 長崎県 7.960手島　敦子

11 樋口佳奈子 岩手県 7.950齋藤　淳子

12 倉嶋真理子 富山県 7.890馬渡　明美
●少年女子：ジュニア太極拳２
1 棟方ひより 北海道 8.670
2 織田　友花 千葉県 8.330
3 松本　有彩 栃木県 8.320
4 与倉いぶき 島根県 8.310
5 村上　妃那 兵庫県 8.250
6 大澤　菜摘 群馬県 8.210
7 橋本千桜姫 徳島県 8.070
8 南　　遙夏 広島県 8.060
●少年女子：国際第一套路長拳
1 小櫻　　果 広島県 8.800
2 和野　　絢 岩手県 8.510
3 望月野乃香 静岡県 8.430
4 小川　純佳 富山県 8.410
5 安田　美時 香川県 8.400
6 大橋　美月 東京都 8.290
7 小阪　妃夏 石川県 8.270
8 山田ももこ 岐阜県 8.160
●成年男子：自選長拳
1 高　　龍大 大阪府 8.940
2 稲垣　璃樹 栃木県 8.530
3 中村　大斗 千葉県 8.470
4 森　　可瑛 兵庫県 8.280
5 小松　　資 埼玉県 8.240
6 山地　悠敬 香川県 8.230
7 奥谷　伶央 愛知県 8.200
8 薬師　雅彦 福岡県 8.170
●成年女子：総合太極拳（自選）
1 平田　優花 埼玉県 8.750
2 花野　宏美 兵庫県 8.640
3 樋口　郁乃 愛知県 8.610
4 毛塚　来美 栃木県 8.490
5 野田　　恵 静岡県 8.440
6 加藤佐和子 神奈川県 8.410
7 森田紗和子 東京都 8.370
8 森　風姫子 岩手県 8.350
●成年男子：総合太極拳（自選）
1 王　　駿亮 兵庫県 8.760
2 田野実　翔 栃木県 8.710
3 香取　尚弥 神奈川県 8.650
4 吉永　黄河 佐賀県 8.250
5 佐藤龍之介 茨城県 8.230
6 中田　智浩 奈良県 8.110
●少年男子：ジュニア太極拳２
1 樋ノ口大翔 岩手県 8.380
2 佐村木政宗 富山県 8.120
3 向田　柊夷 北海道 8.090
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燃ゆる感動かごしま国体2023
武術太極拳競技会

―　入賞者成績一覧　―
【期日】 令和 5年 ９月23日（土） ・ 24日（日）
【会場】 末吉総合体育館［曽於市］
●少年男子：国際第一套路長拳
1 東　孝大朗 岐阜県 8.800
2 高梨　航希 島根県 8.670
3 辻野　太聖 福岡県 8.600
4 上山　颯真 兵庫県 8.590
5 大木　　宙 東京都 8.530
6 古賀涼太郎 愛知県 8.470
7 年永　結誓 鹿児島県 8.460
8 林　　愛斗 千葉県 8.450
●成年女子：自選長拳
1 池内　理紗 埼玉県 8.880
2 小田桐　咲 青森県 8.540
3 西野　莉奈 大阪府 8.280
●シニア男子・女子：ペア24式太極拳（自選）

1 家門　俊平 大阪府 8.900家門　由美

2 鎌田　典子 東京都 8.710森岡　みな

3 日景　正広 埼玉県 8.460澤口　知実

4 中山　智由 神奈川県 8.450島井絵里子

5 綿谷　昌明 山口県 8.440藏田　紀子

6 藤田　　舞 三重県 8.280俵山　直美

7 大沼　紀子 新潟県 8.180齋藤ゆかり

8 木下リエ子 愛知県 8.090野村　弘美

9 桂木　林子 群馬県 8.080小板橋るみ子

10 帖佐　幸子 長崎県 8.060山口　珠美

11 今西　健介 広島県 7.990今西　博美

12 名和京太郎 香川県 7.920大井理恵子
●少年女子：ジュニア太極拳２
1 鈴⽊　稀花 茨城県 8.650
2 ⽇髙　杏梨 神奈川県 8.520
3 村上　妃那 兵庫県 8.330
4 織⽥　友花 千葉県 8.310
5 年永　結愛 鹿児島県 8.220
6 ⼤澤　菜摘 群馬県 8.110
●少年女子：国際第一套路長拳
1 久下　瑠那 大阪府 8.740
2 和野　　絢 岩手県 8.600
3 石井　思初 東京都 8.500
4 小川　純佳 富山県 8.370
5 大槻　紅白 群馬県 8.330
6 小松　　澪 兵庫県 8.310
7 鈴木さくら 北海道 8.110
8 佐野　心唯 徳島県 8.090
●成年男子：自選長拳
1 中田　琉月 大阪府 8.910
2 大川　智矢 東京都 8.730
3 脇田　圭佑 新潟県 8.710
4 榮野川王雅 神奈川県 8.670

5 竹内　郁斗 静岡県 8.660
6 小松　　資 埼玉県 8.490
7 奥谷　伶央 愛知県 8.480
8 品川　歩夢 兵庫県 8.450
●成年女子：総合太極拳（自選）
1 平田　優花 埼玉県 8.940
2 庄司　理瀬 秋田県 8.890
3 土井　未来 静岡県 8.870
4 寺岡　瑠里 北海道 8.760
5 花野　宏美 兵庫県 8.520
6 齋藤　香織 栃木県 8.390
7 宮田　真有 富山県 8.360
8 森　ことの 愛知県 8.330
●成年男子：総合太極拳（自選）
1 村上　　僚 東京都 9.000
2 田野実　翔 栃木県 8.770
3 馬　　　寧 岩手県 8.700
4 中田　智浩 奈良県 8.330
5 野田　敦志 宮崎県 8.200
6 吉永　黄河 佐賀県 8.190
●少年男子：ジュニア太極拳２
1 櫻井　崇晴 北海道 8.440
2 南須原一宝 神奈川県 8.400
3 佐村木政宗 富山県 8.160

第78回国民スポーツ大会SAGA2024国スポ
武術太極拳競技会

―　入賞者成績一覧　―
【期日】 令和 6年 ９月21日（土） ・ 22日（日）
【会場】 U-Spo（嬉野市中央体育館）［嬉野市］
●シニア男子・女子：ペア24式太極拳（自選）

1 家門　俊平 大阪府 8.950家門　由美

2 鎌田　典子 東京都 8.755森岡　みな

3 綿谷　昌明 山口県 8.615藏田　紀子

4 中山　智由 神奈川県 8.460島井絵里子

5 大沼　紀子 新潟県 8.425齋藤ゆかり

6 今西　健介 広島県 8.360今西　博美

7 藤田　　舞 三重県 8.350俵山　直美

8 江尻　貞暢 埼玉県 8.260小島ゆかり

9 桂木　林子 群馬県 8.190小板橋るみ子

10 白石久実子 福岡県 8.165原　　　裕

11 伊藤知香子 静岡県 8.145鈴木　祐子

12 木下リエ子 愛知県 8.130野村　弘美
●成年男子：総合太極拳（自選）
1 蝦名　冬馬 群馬県 9.205
2 樋ノ口大翔 岩手県 9.005
3 田野実　翔 栃木県 8.945
4 吉永　黄河 佐賀県 8.675
5 佐々木一樹 福岡県 8.540
6 亀井　宥吏 神奈川県 8.510
7 西垣秀之慎 愛知県 8.395
8 佐藤龍之介 茨城県 8.290

●成年女子：総合太極拳（自選）
1 庄司　理瀬 秋田県 9.150
2 花野　宏美 兵庫県 9.010
3 瀬戸　たま 神奈川県 9.000
4 土井　未来 静岡県 8.980
5 森　風姫子 岩手県 8.845
6 桐木　詩織 広島県 8.410
7 森　ことの 愛知県 8.355
8 齋藤　香織 栃木県 8.345
●成年男子：自選長拳
1 田中　駿志 愛知県 9.200
2 品川　歩夢 兵庫県 9.055
3 藤永　和樹 大阪府 9.040
4 高山　　蓮 栃木県 8.805
5 小松　　資 埼玉県 8.790
6 小野原巧大 三重県 8.740
7 中村　大斗 千葉県 8.715
8 渡邉　毅士 熊本県 8.555
●成年女子：自選長拳
1 小櫻　　果 広島県 8.790
2 和野　　絢 岩手県 8.775
3 木村　　心 香川県 8.640
4 沼田　百菜 北海道 8.525
5 小田桐　咲 青森県 8.340
6 堀本明日香 福岡県 8.250
●少年男子：ジュニア太極拳２
1 南須原一宝 神奈川県 8.505
2 谷藤　蒼矢 北海道 8.225
3 濱岡　哲門 福岡県 8.165
●少年女子：ジュニア太極拳２
1 日髙　杏梨 神奈川県 8.725
2 中野　祥瑚 福岡県 8.690
3 和野　佳歩 岩手県 8.640
4 織田　友花 千葉県 8.600
5 鈴木　稀花 茨城県 8.480
6 中川原朱南 北海道 8.390
●少年男子：国際第一套路長拳
1 丸山　響生 兵庫県 8.915
2 加藤　元気 岐阜県 8.900
3 竹澤　成悠 富山県 8.815
4 信根　昌也 大阪府 8.805
5 辻野　太聖 福岡県 8.665
6 古賀涼太郎 愛知県 8.640
7 南　　智之 広島県 8.625
8 年永　結誓 鹿児島県 8.600
9 林　　愛斗 千葉県 8.530

10 一宮　士劉 北海道 8.210
11 香川　惺博 香川県 8.140
12 篠田琉太朗 新潟県 7.865
●少年女子：国際第一套路長拳
1 中田絆結宝 大阪府 8.770
2 大槻　紅白 群馬県 8.625
3 小川　純佳 富山県 8.600
4 平野いろは 島根県 8.455
5 田名瀬優陽 京都府 8.410
6 高山　莉音 栃木県 8.340
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次回大会について







JSPO事業についてはこちら≫≫≫JSPO事業概要パンフレット「スポーツと、望む未来へ。」

スポーツにおける暴力行為等根絶宣言・
スポーツ・インテグリティ確保に関する協力覚書≫

『スポハラ』根絶に向けた取組み

JSPO グッドコーチ

スポーツ現場におけるハラスメント防止動画・情報発信動画の公開

グッドコーチとして適切に対応するための動画・ワークブックの公開

「NO！スポハラ」活動に関する各種広報資料・動画の公開

＜過去開催した研修会等の動画公開＞ ＜ポスター・ロゴ等広報ツール＞

ハラスメント防止・啓発セミナーの実施

＜令和6（2024）年度の様子（計4会場で実施）＞

＜令和6（2024）年度の様子（計4会場で実施）＞＜スポーツ現場におけるハラスメント防止動画＞ ＜「スポハラ」に関する情報発信動画＞

『スポハラ』根絶に向けた取組み



JSPO事業についてはこちら≫≫≫JSPO事業概要パンフレット「スポーツと、望む未来へ。」

スポーツにおける暴力行為等根絶宣言・
スポーツ・インテグリティ確保に関する協力覚書≫

『スポハラ』根絶に向けた取組み

JSPO グッドコーチ

スポーツ現場におけるハラスメント防止動画・情報発信動画の公開

グッドコーチとして適切に対応するための動画・ワークブックの公開

「NO！スポハラ」活動に関する各種広報資料・動画の公開

＜過去開催した研修会等の動画公開＞ ＜ポスター・ロゴ等広報ツール＞

ハラスメント防止・啓発セミナーの実施

＜令和6（2024）年度の様子（計4会場で実施）＞

＜令和6（2024）年度の様子（計4会場で実施）＞＜スポーツ現場におけるハラスメント防止動画＞ ＜「スポハラ」に関する情報発信動画＞

『スポハラ』根絶に向けた取組み











競技記録・速報URL
　PC・スマホ
　URL：https://kirokukensaku.net/5NS25/index.html

　フィーチャーフォン（ガラケー）
　URL：http://kirokukensaku.net/5NS25/mob/index.html

上記の URL は正式・特別競技の競技記録・速報 URL です。
そのため、公開競技の記録は掲載されておりません。
公開競技の記録は県 HP から御確認ください。
https://shiga-sports2025.jp/kokuspo/competition?competition_cat=public








